
公益財団法人埼玉県公園緑地協会設備業務委託仕様書 

 

第１節 総則 

 （一般事項） 

 第１条 この仕様書は、（公財）埼玉県公園緑地協会（以下「甲」という。）が委託する設備業務（以下「委

託業務」という。）の適正を期するため、委託業務に必要な事項を定めるものとする。 

 

 （適用範囲） 

 第２条 受託者（以下「乙」という。）は、図面、設計書及び特記仕様書に定めるもののほか、この仕様

書の定めるところにより、委託業務を履行するものとする。 

 

  （提出書類） 

  第３条  乙は、指定の期日までに、甲の定める様式により別表の書類を提出しなければならない。 

 ２ 乙は、提出した書類に変更が生じたときは、直ちに変更届を提出しなければならない。 

 ３ 乙は、委託業務関係書類を常に、監督員に提出できるように、整備しておかなければならない。 

 

第２節 安全管理 

  （一般事項）           

  第４条 乙は、委託業務現場における安全な作業を確保するため、適切な照明、防護棚、足場及び標示等

を設けなければならない。 

  ２ 乙は、薬品油類、電気等の危険物を使用する場合は、その選定、保管及び取扱いについて、関係法令

に従い万全の対策を講じなければならない。 

 ３ 豪雨出水その他の災害に対しては、十分な注意を払い、常にこれに対処できるように準備しておかな

ければならない。 

 

 （事故の防止） 

  第５条 乙は、委託業務の実施に必要な安全管理者、作業責任者等を配置して、安全管理と事故防止に努

めなければならない。 

  ２ 乙は、委託業務の実施に当たり、機械器具の点検整備を行い、取扱いに当たっては十分注意のうえ操

作し、事故を未然に防止しなければならない。 

 

  （事故報告） 

 第６条 乙は、委託業務実施中、万一事故が発生したときは、必要な措置を講ずるとともに、事故発生の

原因及び経過並びに事故による被害の内容等について、直ちに監督員に報告しなければならない。  

 

（後片づけ） 

  第７条 乙は、委託業務の完了までに、委託業務現場内の器材、仮設備等を撤去するとともに清掃し、施

設に損傷を与えた場合は修復しなければならない。 

 

 



第３節 委託業務の実施 

 （一般事項） 

 第８条 乙は、監督員の承諾を受けた工程表、実施計画書に従い、委託業務の円滑な進行と適正な管理を

行わなければならない。 

  ２ 乙は、委託業務実施の就業時間については、あらかじめ甲と協議するものとする。 

  ３ 乙は、委託業務実施に際し、騒音、振動、悪臭等公害の発生を防止し、現場付近居住者との間に紛争

を起こさないよう、常に配慮しなければならない。 

  ４ 乙は、実施区域全般にわたる地上施設、地下埋設物等を確認し、委託業務実施に支障のある場合は、

速やかに監督員に連絡し、その指示を受けるものとする。 

  ５ 乙は、委託業務従事者に次に掲げる事項を厳格に守らせなければならない。 

（１）作業に適した服装を着用すること。 

  （２）所定の場所以外での喫煙、その他職務の遂行を怠るような行為はしないこと。 

  （３）名札を着用すること。 

 

  （関連委託業務等の調整） 

  第９条 甲は、乙の実施する委託業務が、甲の発注に係る第３者の実施する他の委託業務又は工事と密接

に関連する場合において、必要があるときは、その実施につき調整を行うものとする。 

   この場合においては、乙は、甲の調整に従い、第３者の行う委託業務又は工事の円滑な実施に協力し

なければならない。 

 

  （支給材料及び貸与品） 

 第 10 条 甲は、甲から乙へ支給する材料（以下「支給材料」という。）及び貸与する機械器具（以下    

「貸与品」という。）については、品名、数量、品質及び規格又は性能を明示し、乙に引渡すものとす

る。 

 ２ 乙は、支給材料又は貸与品の引渡しを受けたときは、遅滞なく甲に受領書又は借用書を提出し、善良

な管理者の注意をもって保管しなければならない。 

  ３ 乙は、自己の故意又は過失により支給材料又は貸与品が、減失若しくはき損し、又はその返還が不可

能となったときは、甲が指定した期間内に代品を納め、若しくは原状に復し、又は損害を賠償しなけれ

ばならない。 



別 表 

番号 名   称 部数 適 用 

  １  現場責任者・技術管理者等通知書  １部  契約の日から１０ 日以内 

  ２  実施計画書  ２部  契約の日から２０ 日以内 

  ３  委託業務従事者名簿  １部  

  ４  打合せ議事録  ２部 打合せ実施後速やかに 

  ５  支給材料受領・返納書   部  必要に応じ 

  ６  貸与品借用書   部  必要に応じ 

  ７  委託業務日報  １部  

  ８  委託業務完了通知書  １部  

  ９  委託業務報告書  ２部  

 １０  委託業務記録写真  １部  

 １１  委託業務完了払請求書  １部  

 １２  事故報告書    部  必要に応じ 

 １３  資格証明書（写し）  １部  

 １４  その他必要なもの   部  随時 

 

 

   



委 託 名 ： 令和６～１０年度熊谷スポーツ文化公園消防設備保守点検業務委託

委託場所 ： 熊谷スポーツ文化公園　熊谷市上川上地内

仕 様 書



変 更 設 計 額

変 更 委 託 価 格

消 費 税 相 当 額

変 更 受 託 額 請 負 増 減 額

１　式

屋内運動施設

（鉄骨造及び鉄筋コンクリート造）

機械棟

（鉄筋コンクリート造）

１　式

陸上競技場

（鉄筋コンクリート造一部鉄骨造）

１　式

Ａグラウンド

（鉄筋コンクリート造一部鉄骨造）

　　　屋外キュービクル １　式

令和６～１０年度　委託仕様書

委 託 価 格

消 費 税 相 当 額

受 託 額

委
 
 

託
 
 

大
 
 

要

委 託 名 令和６～１０年度熊谷スポーツ文化公園消防設備保守点検業務委託

委 託 箇 所 熊谷スポーツ文化公園　熊谷市上川上地内

設 計 額

変 更 理 由

熊谷スポーツ文化公園

くまがやドーム、機械棟

陸上競技場

ラグビー場　



名　　称 形　　状 数　量 単位 単　　価 金　　額 適　　用

消防設備点検業務

　保全業務費

　　業務価格

　　　業務原価

　　　　直接業務費

　　　　　直接人件費

　　　　　　機器点検（前期点検） 1 式 別紙　機器点検明細書

　　　　　　機器総合点検（後期点検） 1 式 別紙　機器総合点検明細書

　　　　　　防災管理定期点検等 1 式 別紙　防災管理定期点検明等細書

　　　　　直接人件費　計 1 式

　　　　　直接物品費 1 式

　　　　直接業務費　計 1 式

　　　　業務管理費 1 式

　　　業務原価　計 1 式

　　　一般管理費等 1 式

　　業務価格　計 1 式

　　改め

　消費税相当額 1 式 10%

　保全業務費　計

　５か年　　税込 5 年

　　　　　　税抜

　消費税相当額 10%

内　訳　書



名　　称 形　　状 数　量 単位 単　　価 金　　額 適　　用

【ドーム・機械棟】自動火災報知設備(機器)

ＧＲ型複合受信機 1 面 　

中継器 20 個 　

定温式スポット型感知器 50個まで 21 個

定温式スポット型感知器（防爆型） 1 個

煙感知器 50個まで 50 個 煙感知器183個

煙感知器 50個から100個まで 50 個

煙感知器 101個から150個まで 50 個

煙感知器 151個以上 33 個

炎感知器 50個まで 27 個

ATF煙感知器  50個まで 50 個

ATF煙感知器  50個から100個まで 6 個

発信器 Ｐ型１級 47 個

表示灯 47 灯

消火栓起動連動装置 2 個

常用電源 交流電源 1 組

予備電源 蓄電池 1 組

計

【ドーム・機械棟】非常用放送設備(機器)

増幅器 １５６０Ｗ 1 台

自動火災報知連動 1 台

起動装置 押しボタン 1 個

遠隔操作器 1 台

スピーカー 50個まで 50 個 スピーカー　194個

機器点検明細書（１年間）
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名　　称 形　　状 数　量 単位 単　　価 金　　額 適　　用

機器点検明細書（１年間）

スピーカー 51個から100個まで 50 個

スピーカー 101個以上 94 個

音量調整器 28 個

常用電源 1 組

非常電源 1 組

計

【ドーム・機械棟】ガス漏れ火災報知設備(機器)

検知器 　 10 個

検知器　防爆型 　 1 個

警報装置　警報ブザー 11 個

計

【ドーム・機械棟】湿式スプリンクラー設備(機器)

加圧送水装置 2 組

起動装置 2 組

流水検知装置・自動警報弁 9 組

圧力検知装置 9 個

操作盤 2 面

表示盤 1 面

スプリンクラーヘッド 684 個

呼水装置 1 組

送水口 1 箇所

補助散水栓 9 個

計
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名　　称 形　　状 数　量 単位 単　　価 金　　額 適　　用

機器点検明細書（１年間）

【ドーム・機械棟】屋外（内）消火栓設備(機器)

操作盤 1 面

加圧送水装置 1 組

呼水装置 1 組

消火栓 14 組

表示盤 1 面

消火栓ホース耐圧試験 0 本

同上　諸経費 0 式

計

【ドーム・機械棟】窒素ガス消火設備(機器)

窒素ガス容器 55 基

加圧用窒素容器 1 基

容器弁開放装置 56 個

起動用小容器 1 個

起動容器開放装置 1 個

起動用操作箱 1 個

圧力スイッチ 1 組

逆止弁 1 個

音響装置 1 面

連動盤 1 面

音声盤 1 面

表示盤 1 面

電源装置 1 組

放出表示灯 7 灯

6 / 29 ページ



名　　称 形　　状 数　量 単位 単　　価 金　　額 適　　用

機器点検明細書（１年間）

噴射ヘッド 9 個

ピストンレリーザー復旧弁箱 1 個

ピストンレリーザーダンパー 18 個

回転灯 1 個

煙感知器 10 個

定温式スポット型感知器 50個まで 18 個

作動試験 1 回

計

【ドーム・機械棟】防火・防排煙設備(機器)

シャッター 煙連動 5 枚

防火扉 19 枚

排煙窓制御盤 1 面

電鈴・ブザー 5 組

計

【ドーム・機械棟】誘導灯設備(機器)

誘導標識 1 枚

誘導灯 50灯まで 50 灯

誘導灯 51灯から100灯まで 50 灯

誘導灯 101灯以上 8 灯

非常照明（階段灯） 18 灯

誘導灯信号装置 1 個

フラッシュ 29 個

スピーカー 27 個
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名　　称 形　　状 数　量 単位 単　　価 金　　額 適　　用

機器点検明細書（１年間）

バッテリー容量試験 13 組

計

【ドーム・機械棟】消火器設備(機器)

粉末消火器 蓄圧式、加圧式 90 本

大型消火器 車載式 18 本

計 　

【ドーム・機械棟】放水砲消火システム(機器)

赤外線３波長式炎検知器 26 台

炎検知器専用監視盤 1 台

火源探査装置 6 台

火源探査制御盤 6 台

照準カメラ装置 3 台

中継箱 3 台

放水砲情報処理盤 1 台

放水砲システム操作盤 1 台

放水砲制御盤 可動式用 3 台

放水砲現地制御盤 可動式用 3 台

放水砲 可動式用 3 台

放水砲現地制御盤 固定式用 1 台

放水砲 固定式用 4 台

遠隔操作弁装置 4 台

無停電電源装置 1 台

分電盤 1 台
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名　　称 形　　状 数　量 単位 単　　価 金　　額 適　　用

機器点検明細書（１年間）

加圧送水装置 1 組

送水口 1 箇所

配管点検 1 回

電線点検 1 回

常用電源 1 回

計

【ドーム・機械棟】消防用水設備(機器)

採水口 3 箇所

標識 3 枚

計 　

【陸上】消火器設備(機器)

粉末消火器 蓄圧式 93 本

粉末消火器 加圧式 40 本 東地区屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙを含む

大型消火器 車載式 3 本

計

【陸上】スプリンクラー設備(機器)

操作盤 1 面

起動装置 1 組

加圧送水装置 1 組

呼水装置 1 組

湿式アラーム弁 8 組
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名　　称 形　　状 数　量 単位 単　　価 金　　額 適　　用

機器点検明細書（１年間）

圧力検知装置 8 個

補助散水栓 12 個

送水口 4 箇所

表示盤 1 面

スプリンクラーヘッド 1,253 個

計

【陸上】屋外消火栓設備(機器)

制御盤 1 組

加圧送水装置 1 組

呼水装置 1 組

消火栓(屋外型) 14 組

表示盤 1 面

消火栓ホース耐圧試験 0 本

同上　諸経費 0 式

計

【陸上】自動火災報知設備(機器)

受信機 ＧＲ型 1 回

中継器 　 34 個

定温式スポット型感知器 50個まで 50 個 定温式スポット型熱感知器　68個

定温式スポット型感知器 51個から100個まで 18 個

煙感知器 50個まで 50 個 煙感知器　424個

煙感知器 50個から100個まで 50 個

煙感知器 101個から150個まで 50 個
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名　　称 形　　状 数　量 単位 単　　価 金　　額 適　　用

機器点検明細書（１年間）

煙感知器 151個以上 274 個

アナログ式熱感知器 50個まで 36 個

アナログ式煙感知器 50個まで 16 個

炎感知器(赤外線) 6 個

発信機 Ｐ型１級 43 個

消火栓起動連動装置 1 個

表示灯 43 灯

常用電源 交流電源 1 組

予備電源 蓄電池 1 組

計

【陸上】非常警報設備(機器)

増幅器操作部 ２２８０Ｗ 1 台

自動火災報知設備連動試験 1 台

遠隔操作器 1 台

スピーカー 50個まで 50 個 スピーカー　270個

スピーカー 51個から100個まで 50 個

スピーカー 101個以上 170 個

常用電源 1 組

非常電源 1 組

計

【陸上】誘導灯、誘導標識(機器)

誘導灯　小型・中型 50灯まで 50 灯 誘導灯　107灯

誘導灯　小型・中型 51灯から100灯まで 50 灯

誘導灯　小型・中型 101灯以上 7 灯
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名　　称 形　　状 数　量 単位 単　　価 金　　額 適　　用

機器点検明細書（１年間）

誘導灯信号装置 1 面

フラッシュ 17 面

スピーカー 2 個

バッテリー容量試験 55 組

計

【陸上】防火・防排煙設備(機器)

中継器 25 個

スポット型煙感知器 50個まで 6 個

防火戸 39 枚

ダンパー 2 個

シャッター 16 枚

可動タレ壁 5 連

排煙口 8 個

ブザー 10 組

排煙機連動試験 1 回

計

【陸上】避難器具設備(機器)

緩降機 2 組

計

【陸上】消防用水設備(機器)

採水口 4 箇所

標識 4 枚

計

12 / 29 ページ



名　　称 形　　状 数　量 単位 単　　価 金　　額 適　　用

機器点検明細書（１年間）

【ラグビー】消火器設備(機器)

粉末消火器 蓄圧式 62 本 西地区屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ等を含む

粉末消火器 加圧式 36 本 　　〃

強化液消火器 蓄圧式 0 本

粉末消火器 車載式 1 本

計

【ラグビー】スプリンクラー設備(機器)

加圧送水装置 1 組

起動装置 1 組

スプリンクラーヘッド 閉鎖型 978 個

スプリンクラーヘッド 開放型 10 個

制御盤 1 面

流水検知装置 6 組

調整弁 1 個

呼水装置 1 個

送水口 1 箇所

貯水槽 1 組

計

【ラグビー】屋内消火栓設備(機器)

制御盤 1 面

加圧送水装置 1 組
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名　　称 形　　状 数　量 単位 単　　価 金　　額 適　　用

機器点検明細書（１年間）

呼水装置 1 組

消火栓 18 組

貯水槽 1 組

消火栓ホース耐圧試験 0 本

計

【ラグビー】非常用放送設備(機器)

増幅器操作部 1 台

自動火災報知設備連動試験 1 台

スピーカー 50個まで 50 個 スピーカー　308個

スピーカー 51個から100個まで 50 個

スピーカー 101個以上 208 個

音量調整器 1 個

起動装置 押しボタン 1 個

音響装置 非常警報 10 組

常用電源 1 組

予備電源 1 組

計 　

【ラグビー】自動火災報知設備(機器)

受信機 Ｒ型１級 2 面

中継器 Ｒ型 21 個

差動式スポット型感知器 50個まで 50 個 差動式スポット型熱感知器　287個

差動式スポット型感知器 51個から100まで 50 個

差動式スポット型感知器 101個以上 187 個

14 / 29 ページ



名　　称 形　　状 数　量 単位 単　　価 金　　額 適　　用

機器点検明細書（１年間）

定温式スポット型感知器 50個まで 50 個 定温式スポット型熱感知器　71個

定温式スポット型感知器 51個から100個まで 21 個

定温式スポット型感知器 101個以上 0 個

自動試験機能付アナログ熱感知器 50個まで 1 個

煙感知器 50個まで 50 個 煙感知器　323個

煙感知器 51個から100個まで 50 個

煙感知器 101個から150個まで 50 個

煙感知器 151個以上 173 個

自動試験機能付煙感知器 50個まで 28 個

発信機 Ｐ型１級 29 個

消火栓起動装置 2 個

表示灯 32 灯

常用電源 交流電源 2 組

予備電源 蓄電池 2 組

計

【ラグビー】防火・防排煙設備(機器)

防火戸 3 枚

防火シャッター 50枚まで 6 枚

起動用スイッチ 14 個

排煙口 50個まで 14 個

排煙装置 1 台

起動盤 1 面

計
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名　　称 形　　状 数　量 単位 単　　価 金　　額 適　　用

機器点検明細書（１年間）

【ラグビー】誘導灯、誘導標識(機器)

誘導灯 50灯まで 50 灯 誘導灯　158灯

誘導灯 51灯から100灯まで 50 灯

誘導灯 101灯以上 58 灯

計

【ラグビー】消防用水設備(機器)

採水口 2 箇所

標識 1 枚

吸管投入口 2 箇所

開閉弁 2 個

計

【ラグビー】避難器具(機器)

避難器具 垂直式救助袋 3 箇所

計

機器点検　直接人件費 1 式

（内訳）

　ドーム・機械棟

　陸上競技場

　ラグビー場
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名　　称 形　　状 数　量 単位 単　　価 金　　額 適　　用

【ドーム・機械棟】自動火災報知設備(機器・総合)

ＧＲ型複合受信機 1 面

中継器 Ｒ型 20 個

定温式スポット型感知器 50個まで 21 個

定温式スポット型感知器（防爆型） 1 個

煙感知器 50個まで 50 個 煙感知器183個

煙感知器 50個から100個まで 50 個

煙感知器 101個から150個まで 50 個

煙感知器 151個以上 33 個

炎感知器 50個まで 27 個

ATF煙感知器 50個まで 50 個

ATF煙感知器 50個から100個まで 6 個

発信器 Ｐ型１級 47 個

表示灯 47 灯

消火栓起動連動装置 2 個

常用電源 交流電源 1 組

予備電源 蓄電池 1 組

配線点検 　 1 回

計

【ドーム・機械棟】非常用放送設備(機器・総合)

増幅器 １５６０Ｗ 1 台

自動火災報知連動 1 台

起動装置 押しボタン 1 個

遠隔操作器 1 台

スピーカー 50個まで 50 個

スピーカー 51個から100個まで 50 個

スピーカー 101個以上 94 個

機器総合点検明細書（１年間）
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名　　称 形　　状 数　量 単位 単　　価 金　　額 適　　用

機器総合点検明細書（１年間）

音量調整器 28 個

常用電源 1 組

非常電源 1 組

配線点検 1 回

計

【ドーム・機械棟】ガス漏れ火災報知設備(機器・総合)

検知器 　 10 個

検知器　防爆型 　 1 個

警報装置　警報ブザー 11 個

同時作動試験 1 回

検知区域警報試験 1 回

総合作動試験 1 回

計

【ドーム・機械棟】湿式スプリンクラー設備(機器・総合)

加圧送水装置 2 組

起動装置 2 組

流水検知装置・自動警報弁 9 組

圧力検知装置 9 個

操作盤 2 面

表示盤 1 面

スプリンクラーヘッド 684 個

呼水装置 1 組

送水口 1 個

補助散水栓 9 個

連動又は放水試験 1 回

配線点検 1 回

計

【ドーム・機械棟】屋外（内）消火栓設備(機器・総合)
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名　　称 形　　状 数　量 単位 単　　価 金　　額 適　　用

機器総合点検明細書（１年間）

操作盤 1 面

加圧送水装置 1 組

呼水装置 1 組

消火栓 14 組

表示盤 1 面

配線点検 1 回

放水試験 1 回

計

【ドーム・機械棟】窒素ガス消火設備(機器・総合)

窒素ガス容器 55 基

加圧用窒素容器 1 基

容器弁開放装置 56 個

起動用小容器 1 個

起動容器開放装置 1 個

起動用操作箱 1 個

圧力スイッチ 1 組

逆止弁 1 個

音響装置 1 面

連動盤 1 面

音声装置 1 面

表示盤 1 面

電源装置 1 組

放出表示灯 7 灯

噴射ヘッド 9 個

ピストンレリーザー復旧弁箱 1 個

ピストンレリーザーダンパー 18 個

回転灯 1 個

煙感知器 50個まで 10 個

定温式スポット型感知器 18 個
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名　　称 形　　状 数　量 単位 単　　価 金　　額 適　　用

機器総合点検明細書（１年間）

作動試験 1 回

放出試験 1 回

窒素ガス 1 回

運搬費 1 回

配線点検 1 回

計

【ドーム・機械棟】防火・防排煙設備(機器・総合)

シャッター 煙連動 5 枚

防火扉 19 枚

排煙窓制御盤 1 面

電鈴・ブザー 5 組

計

【ドーム・機械棟】誘導灯設備(機器・総合)

誘導標識 1 枚

誘導灯 50灯まで 50 灯

誘導灯 51灯から100灯まで 50 灯

誘導灯 101灯以上 8 灯

非常照明（階段灯） 18 灯

誘導灯信号装置 1 個

フラッシュ 29 個

スピーカー 27 個

バッテリー容量試験 13 回

配線点検 1 回

計
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名　　称 形　　状 数　量 単位 単　　価 金　　額 適　　用

機器総合点検明細書（１年間）

【ドーム・機械棟】消火器設備(機器・総合)

粉末消火器 蓄圧式 90 本

大型消火器 車載式 18 本

計

【ドーム・機械棟】放水砲消火システム(機器・総合)

赤外線３波長式炎検知器 26 台

炎検知器専用監視盤 1 台

火源探査装置 6 台

火源探査制御盤 6 台

照準カメラ装置 3 台

中継箱 3 台

放水砲情報処理盤 1 台

放水砲システム操作盤 1 台

放水砲制御盤 可動式用 3 台

放水砲現地制御盤 可動式用 3 台

放水砲 可動式用 3 台

放水砲現地制御盤 固定式用 1 台

放水砲 固定式用 4 台

遠隔操作弁装置 4 台

無停電電源装置 1 台

分電盤 1 台

加圧送水装置 1 組

送水口 1 箇所

配管点検 1 回

電線点検 1 回

常用電源 1 回

炎感知器・火源探査装置連動試験 1 回

放水砲放水試験 可動式用 1 回

放水砲放水試験 固定式用 1 回
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名　　称 形　　状 数　量 単位 単　　価 金　　額 適　　用

機器総合点検明細書（１年間）

総合作動試験 1 回

計

【ドーム・機械棟】消防用水設備(機器・総合)

採水口 3 箇所

標識 3 枚

計

【陸上】消火器設備(機器・総合)

粉末消火器 蓄圧式 93 本

粉末消火器 加圧式 40 本 東地区屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙを含む

大型消火器 車載式 3 本

計

【陸上】スプリンクラー設備(機器・総合)

操作盤 1 面

起動装置 1 組

加圧送水装置 1 組

呼水装置 1 組

湿式アラーム弁 8 組

圧力検知装置 8 個

補助散水栓 12 個

送水口 4 箇所

表示盤 1 面

スプリンクラーヘッド 1253 個

連動又は放水試験 1 回

計

【陸上】屋外消火栓設備(機器・総合)

制御盤 1 組
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名　　称 形　　状 数　量 単位 単　　価 金　　額 適　　用

機器総合点検明細書（１年間）

加圧送水装置 1 組

呼水装置 1 組

消火栓 14 組

表示盤 1 灯

配線点検 1 回

放水試験 1 回

計

【陸上】自動火災報知設備(機器・総合)

受信機 ＧＲ型 1 回

中継器 　 34 個

定温式スポット型感知器 50個まで 50 個 定温式スポット型熱感知器　68個

定温式スポット型感知器 51個から100個まで 18 個

煙感知器 50個まで 50 個 煙感知器　424個

煙感知器 50個から100個まで 50 個

煙感知器 101個から150個まで 50 個

煙感知器 151個以上 274 個

アナログ式熱感知器 50個まで 36 個

アナログ式煙感知器 50個まで 16 個

炎感知器(赤外線) 6 個

発信機 Ｐ型１級 43 個

消火栓起動連動装置 1 個

表示灯 43 灯

常用電源 交流電源 1 組

予備電源 蓄電池 1 組

配線点検 1 式

計

【陸上】非常警報設備(機器・総合)

増幅器操作部 ２２８０Ｗ 1 台

自動火災報知設備連動試験 1 台
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名　　称 形　　状 数　量 単位 単　　価 金　　額 適　　用

機器総合点検明細書（１年間）

遠隔操作器 1 台

スピーカー 50個まで 50 個 スピーカー　270個

スピーカー 51個から100個まで 50 個

スピーカー 101個以上 170 個

配線点検 1 回

常用電源 1 組

非常電源 1 組

計

【陸上】誘導灯、誘導標識(機器・総合)

誘導灯　小型・中型 50灯まで 50 灯 誘導灯　107灯

誘導灯　小型・中型 51灯から100灯まで 50 灯

誘導灯　小型・中型 101灯以上 7 灯

誘導灯信号装置 1 面

フラッシュ 17 面

スピーカー 2 個

バッテリー容量試験 55 組

配線点検 1 回

計

【陸上】防火・防排煙設備(機器・総合)

中継器 25 個

スポット型煙感知器 　 6 個

防火戸 39 枚

ダンパー 2 個

シャッター 16 枚

可動タレ壁 5 連

排煙口 8 個

ブザー 10 組

排煙機連動試験 1 回
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名　　称 形　　状 数　量 単位 単　　価 金　　額 適　　用

機器総合点検明細書（１年間）

配線点検 1 回

計

【陸上】避難器具設備(機器・総合)

緩降機 ３階 1 組

緩降機 ４階 1 組

計

【陸上】消防用水設備(機器・総合)

採水口 4 箇所

標識 4 枚

計

【ラグビー】消火器設備(機器・総合)

粉末消火器 蓄圧式 62 本 西地区屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ等を含む

粉末消火器 加圧式 36 本 　　〃

強化液消火器 蓄圧式 0 本

粉末消火器 車載式 1 本

計

【ラグビー】スプリンクラー設備(機器・総合)

加圧送水装置 1 組

起動装置 1 組

スプリンクラーヘッド 閉鎖型 978 個

スプリンクラーヘッド 開放型 10 個

制御盤 1 面

流水検知装置 6 組

調整弁 1 個

呼水装置 1 個

送水口 1 箇所
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名　　称 形　　状 数　量 単位 単　　価 金　　額 適　　用

機器総合点検明細書（１年間）

貯水槽 1 組

配線点検 1 回

連動又は放水試験 1 回

計

【ラグビー】屋内消火栓設備(機器・総合)

制御盤 1 面

加圧送水装置 1 組

呼水装置 1 組

消火栓 18 組

貯水槽 1 組

配線点検 1 回

放水試験 1 回

計

【ラグビー】非常用放送設備(機器・総合)

増幅器操作部 1 台

自動火災報知設備連動試験 1 台

スピーカー 50個まで 50 個

スピーカー 51個から100個まで 50 個 スピーカー　308個

スピーカー 101個以上 208 個

音量調整器 1 個

起動装置 押しボタン 1 個

音響装置 非常警報 10 組

常用電源 1 組

予備電源 1 組

計 　

【ラグビー】自動火災報知設備(機器・総合)

受信機 ＧＲ型　255アドレス 2 面
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名　　称 形　　状 数　量 単位 単　　価 金　　額 適　　用

機器総合点検明細書（１年間）

中継器 21 個

差動式スポット型感知器 50個まで 50 個

差動式スポット型感知器 51個から100まで 50 個 差動式スポット型熱感知器　287個

差動式スポット型感知器 101個以上 187 個

定温式スポット型感知器 50個まで 50 個

定温式スポット型感知器 51個から100個まで 21 個 定温式スポット型熱感知器　71個

定温式スポット型感知器 101個以上 0 個

自動試験機能付熱感知器 50個まで 1 個

煙感知器 50個まで 50 個

煙感知器 51個から100個まで 50 個 煙感知器　323個

煙感知器 101個から150個まで 50 個

煙感知器 151個以上 173 個

自動試験機能付煙感知器 50個まで 28 個

発信機 Ｐ型１級 29 個

消火栓起動装置 2 個

表示灯 32 灯

常用電源 交流電源 2 組

予備電源 蓄電池 2 組

配線点検 1 式

計

【ラグビー】防火・防排煙設備(機器・総合)

防火戸 3 枚

防火シャッター 6 枚

起動用スイッチ 14 個

排煙口 14 個

排煙装置 1 台

起動盤 1 面

配線点検 1 式

計

27 / 29 ページ



名　　称 形　　状 数　量 単位 単　　価 金　　額 適　　用

機器総合点検明細書（１年間）

【ラグビー】誘導灯、誘導標識(機器・総合)

誘導灯 50灯まで 50 灯

誘導灯 51灯から100灯まで 50 灯 誘導灯　158灯

誘導灯 101灯以上 58 灯

計

【ラグビー】消防用水設備(機器・総合)

採水口 2 箇所

標識 1 枚

吸管投入口 2 箇所

開閉弁 2 個

計

【ラグビー】避難器具(機器)

避難器具 垂直式救助袋 3 箇所

計

総合点検　直接人件費 1 式

（内訳）

　ドーム・機械棟

　陸上競技場

　ラグビー場
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名　　称 形　　状 数　量 単位 単　　価 金　　額 適　　用

防災管理定期点検

　ドーム・機械棟 32,970.46㎡ 1 式

　陸上競技場 33,870.5㎡ 1 式

　ラグビー場 28,175.14㎡ 1 式

合計

防火対象物点検

一式 75,927.3㎡ 1 式

防火設備定期検査

　ドーム・機械棟 32,970.46㎡ 1 式

　陸上競技場 33,870.5㎡ 1 式

　ラグビー場 28,175.14㎡ 1 式

合計

故障時等対応他

故障時等の対応、調査等 消防署立入検査時を含む 1 人

消防訓練等対応 消火訓練用機材含む 4 人

合計

合計

防災管理定期点検等明細書（１年間）
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令和６～１０年度熊谷スポーツ文化公園消防設備保守点検業務特記仕様書 

 

 

 本業務は、この特記仕様書及び建築保全業務共通仕様書（国土交通省大臣官房官庁営

繕部監修）に基づき、熊谷スポーツ文化公園内の消防用設備の保守点検整備を実施する

ものとし、設備を最良の状態に維持するとともに消防法等の定める基準を維持すること

を目的とする。 

 ここに記載されていない細部の事項については、甲、乙協議して決定するものとする。 

 

１ 業務場所 

   熊谷スポーツ文化公園 熊谷市上川上地内 

 

２ 業務対象施設 

   屋内運動施設（機械棟含む）、陸上競技場、ラグビー場他 

   ※ 詳細は別紙仕様書のとおり 

 

３ 実施期間 

   令和６年４月１日から令和１１年３月３１日まで 

 

４ 業務内容 

   消防用設備等の保守点検内容は、次によるものとする。 

   なお、点検の実施にあたっては、関係者と十分協議して危害発生の防止を図ると

ともに、当該点検に係る設備の概要、状態等を十分把握すること。 

   また、点検実施後は、電源電圧の確認、スイッチ類の位置確認、収納状態等の再

度確認を行い、必ず元の状態に復旧させること。 

（１）消防用設備等 

   消防用設備等の保守点検内容は、機器点検及び総合点検とし、「消防用設備等の

点検の基準及び消防用設備等点検結果報告書に添付する点検票の様式（昭和５０年

１０月１６日消防庁告示第１４号）」及び「消防法施行規則の規定に基づき消防用

設備等の種類及び点検内容に応じて行う点検の期間、点検の結果についての様式（昭

和５０年４月１日消防庁告示第３号）」に定めるところにより適正に行うものとす

る。なお、放水砲消火システムの点検は、別表１に準じて実施するものとする。ま

た、防災管理定期点検及び防火対象物点検を消防法第３６条等に基づき実施するも

のとする。 

（２）建築基準法関係防災設備等 

   建築基準法関係防災設備の保守点検内容は、消防庁告示の点検基準があるものに



ついては、同点検基準に準じて実施するものとし、また、消防庁告示のないものに

ついては、別表２に準じて実施するものとする。 

（３）点検周期 

   １回目の点検は「機器点検」、２回目の点検は「機器点検及び総合点検」とし、

周期は約６か月とする。併せて、防災管理定期点検、防火対象物点検、防火設備定

期検査を年１回実施するものとする。 

  ａ 機器点検は、原則として８月頃に実施するものとする。 

   ｂ 機器点検・総合点検は、原則として２月頃に実施するものとする。 

   ｃ 防災管理定期点検は、原則として８月頃に実施するものとする。 

   ｄ 防火対象物点検は、原則として２月頃に実施するものとする。 

   ｅ 防火設備定期検査は、原則として８月頃に実施するものとする。 

（４）消防訓練等の対応 

   乙は、甲の指定した消防及び防災訓練日（年２回程度）に、訓練で使用する消防

設備・機材の準備及び使用した消防設備・機材の復旧を行うものとする。また、当

日、設備を熟知した点検作業員を派遣すること。 

（５）故障時等の対応 

   乙は、甲から委託対象物に故障・異常が発生した旨の通知を受けた場合は、速や

かに技術員を派遣して故障・異常の原因調査・究明をするものとする（年に２回程

度まで本契約に含む）。なお、上記以外の調査等に係る費用負担については、甲、

乙協議により決定するものとする。また、修理等が必要な場合は、別途見積による

ものとする。 

 

５ 業務報告 

（１）乙は、年間業務実施計画書を策定し、甲に提出するものとする。 

（２）乙は、業務実施毎に、作業日報を甲に提出するものとする。 

（３）乙は、各業務終了時には、点検結果報告書３部（正、副、控）、写真 1部を甲に 

提出すること。なお、点検の報告書は、法で定めた様式のあるものは法定様式によ 

ること。 

 

６ 負担区分 

（１）業務に必要な工具類、測定器具、消耗品及び報告書用紙等は、乙の負担とする。 

（２）業務実施に必要最小限の電気、ガス及び水は、甲の負担とする。 

（３）業務の実施等により、部品交換の必要が認められた場合、ヒューズ等の軽微な物

については乙の負担とし、その他については、甲、乙協議により決定するものとす

る。 
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ู表㸯

放水砲消火ࡢ࣒ࢸࢫࢩ点検基準

機器点検࠙外観㸦㸯㸭㸳ࠚ㸧

※㸯：本放水型࣊ࢻࢵ等を用いࣜࣉࢫࡿン࣮ࣛࢡ設備ࠊࡣ自動火災報知設備ࡣࡃࡋࡶ本設備ࡢ感知部࡜連動࡚ࡋ放水を開始ࡿࡍ設備࡛あࠋࡿ

※㸰：自動火災報知設備ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ法௧࡛規定࡚ࢀࡉいࡿ自動火災報知設備ࡢ点検基準ࡾࡼ࡟実施ࠊࡋ࡜ࡢࡶࡿࡍ自動火災報知設備ࡢ点検を行う場合ཷࠊࡣ࡟信

機ࡢ移報信号ࡢ遮断を行ࡗた後࡟実施ࠋࡿࡍ

※㸱：本ࡢ࣒ࢸࢫࢩ点検及び試験を行う場合ࠊࡣ࡟当ヱ放水区域࡟放水ࡃ࡞࡜ࡇࡿࡍ試験を行うたࡢࡵ遠隔操作弁஧次側Ṇ水弁を閉Ṇࡋた状態࠾࡟い࡚行うࠋ࡜ࡇ

ࠋ࡜ࡇࡿࡍ遠隔操作弁஧次側Ṇ水弁を開放࡟た後ࡋ開閉状態を確認ࡢ遠隔操作弁ࠊࡣ࡟終了時ࡢ点検及び試験ࠊ࠾࡞

※㸲：本点検要領ࠊࡣ法௧࡛規定࡚ࢀࡉいࣜࣉࢫࡿン࣮ࣛࢡ設備ࡢ点検基準࡟準࡚ࡌ行うࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ

※㸳：点検及び試験を行うࠊࡣࡢࡶ本࣒ࢸࢫࢩ及び操作ࠊ試験要領を習熟ࡋた点検資格者等ࡀ行うࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ

※㸴：本点検࡟当たࠊࡾ充ศ࡞清掃を行いࠊ各点検を行うࠋ࡜ࡇ

点検項目 点検方法 合否ุ定基準 備考

水源 貯水槽 変形ࠊ漏水ࠊ腐食等࡞ࡀい࡝࠿う࠿を外部ࡽ࠿目視ࡾࡼ࡟確認ࡍ 変形ࠊ損傷ࠊ漏水ࠊ著ࡋい腐食等又ࡣそࡢ痕跡࡞ࡀい

ࠋ࡜ࡇࡿ ࠋ࡜ࡇ

水量 水位計ࡾࡼ࡟確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ水位計࡞ࡢい࡟ࡢࡶあ࣐ࠊࡣ࡚ࡗン 規定量௨ୖ確保࡚ࢀࡉいࠋ࡜ࡇࡿ

ࠋ࡜ࡇࡿࡍ検尺࡚ࡅ蓋等を開ࡢ࣮ࣝ࣍

水位計ࠊ圧力計 変形ࠊ損傷等ࠊࡃ࡞ࡀ指示値ࡀṇ常࡛あ࡝࠿ࡿう࠿を目視ࡾࡼ࡟ 変形ࠊ損傷等ࠊࡃ࡞ࡀ指示値ࡀ適ṇ࡛あࠋ࡜ࡇࡿ

確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

類ࣈࣝࣂ ࠿う࡝࠿ࡿṇ常࡛あࡀ開閉位置ࠊࡃ࡞ࡀ変形等ࠊࢀ漏࡟類ࣈࣝࣂ ࣭漏ࠊࢀ変形ࠊ損傷࡞ࡀいࠋ࡜ࡇ

を目視ࡾࡼ࡟確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ ṇ常ࡀ表示及び開閉位置ࡢ常時閉ࠖࠕࡣ常時開ࠖ又ࠕ࣭

࡛あࠋ࡜ࡇࡿ

電動機ࡢ制 制御┙ 周ᅖࡢ状況 周ᅖ࡟点検ୖ及び使用ୖࡢ障害࡞ࡀࡢࡶࡿ࡞࡜い࡝࠿う࠿を確認 火災ࡿࡼ࡟被害をཷࡿࡅ恐ࡢࢀ少࡞い位置࡟設置ࠊࢀࡉ

御装置 ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 周ᅖ࡟点検ୖ及び使用ୖࡢ障害࡞ࡀࡢࡶࡿ࡞࡜いࠋ࡜ࡇ

外形 変形ࠊ腐食等࡞ࡀい࡝࠿う࠿を目視ࡾࡼ࡟確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 変形ࠊ損傷ࠊ著ࡋい腐食等࡞ࡀいࠋ࡜ࡇ

電圧計 ࣭変形ࠊ腐食等࡞ࡀい࡝࠿う࠿を目視ࡾࡼ࡟確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ ࣭変形ࠊ損傷等࡞ࡀいࠋ࡜ࡇ

࣭電源電圧ࡀ適ṇ࡛あ࡝࠿ࡿう࠿を確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ ࣭電圧計ࡢ指示値ࡀ所定ࡢ範ᅖෆ࡛あࠋ࡜ࡇࡿ

࣭電圧計࡞ࡢい࡟ࡢࡶあࠊࡣ࡚ࡗ電源表示灯ࡀ点灯ࡋ

࡚いࠋ࡜ࡇࡿ

開閉器ࢵ࢖ࢫࠊチ類 変形ࠊ損傷等ࠊࡃ࡞ࡀ開閉位置ࡀṇ常࡛あ࡝࠿ࡿう࠿を目視ࡼ࡟ 変形ࠊ損傷等ࠊࡃ࡞ࡀ開閉位置ࡀṇ常࡛あࠋ࡜ࡇࡿ

ࠋ࡜ࡇࡿࡍ確認ࡾ
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機器点検࠙外観㸦㸰㸭㸳ࠚ㸧

点検項目 点検方法 合否ุ定基準 備考

電動機ࡢ制 表示 適ṇ࡟表示࡚ࢀࡉい࡝࠿ࡿう࠿を確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ ࡇい࡞ࡀ部ศ࡞不鮮明ࠊ汚損࡟名称等ࡢチ等ࢵ࢖ࢫ࣭

御装置 ࠋ࡜

࣭銘板等࡚ࢀࡀࡣࡀい࡞いࠋ࡜ࡇ

予備品等 を࠿う࡝࠿ࡿ備え࡚あࡀ予備品及び回路ᅗ等ࡢ電球等ࠊࢬ࣮ࣗࣄ ࠋ࡜ࡇࡿい࡚ࢀࡽ備えࡀ予備品ࡢ電球等ࠊࢬ࣮ࣗࣄ࣭

確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ ࣭回路ᅗྲྀࠊ扱説明書等ࡀ備え࡚ࢀࡽいࠋ࡜ࡇࡿ

直接操作部 制御┙ࡢ直接操作部࡟変形ࠊ損傷等࡞ࡀい࡝࠿う࠿を目視ࡾࡼ࡟ 脱ࠊ損傷ࡢ表示銘板ࠊࡃ࡞ࡀ損傷等ࠊ変形ࡢチࢵ࢖ࢫ

確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 落ࠊ汚損等࡞ࡀいࠋ࡜ࡇ

遠隔操作部 機器ࡢ設置状況を目視ࡾࡼ࡟確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 放水型中央操作┙及び可動式࣊ࢻࢵ現地操作┙ࡾࡼ遠

隔起動ࡼࡿࡁ࡛ࡀう放水࣮࢟ࡀ設࡚ࢀࡽࡅいࠋ࡜ࡇࡿ

加圧送水装置 ࣏ンࠊࣉ電動機等࡟変形ࠊ腐食等࡞ࡀい࡝࠿う࠿を目視ࡾࡼ࡟確 変形ࠊ損傷ࠊ著ࡋい腐食ࠊ銘板等࡞ࡀࢀࡀࡣࡢいࠋ࡜ࡇ

認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

呼水装置 呼水槽 変形ࠊ漏水ࠊ腐食等ࡀ無ࠊࡃ水量ࡀ規定量௨ୖあ࡝࠿ࡿう࠿を目 変形ࠊ漏水ࠊ損傷等ࡀ無ࠊࡃ水量ࡀ規定量௨ୖ࡛あࡿ

視ࡾࡼ࡟確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ ࠋ࡜ࡇ

類ࣈࣝࣂ ࠿う࡝࠿ࡿṇ常࡛あࡀ開閉位置ࠊࡃ࡞ࡀ変形等ࠊࢀ漏࡟類ࣈࣝࣂ ࣭漏ࠊࢀ変形ࠊ損傷等࡞ࡀいࠋ࡜ࡇ

を目視ࡾࡼ࡟確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ ṇ常ࡀ表示及び開閉位置ࡢ常時閉ࠖࠕࡣ常時開ࠖ又ࠕ࣭

࡛あࠋ࡜ࡇࡿ

配管 外形 ࣭管及び管⥅手：漏ࠊࢀ変形等ࠊࡃ࡞ࡀ௚ࡢࡢࡶࡢ支えࡾࡘࠊ等 ࣭管及び管⥅手：漏ࠊࢀ変形ࠊ損傷等࡞ࡀいࠋ࡜ࡇ

ࠋ࡜ࡇࡿࡍ確認ࡾࡼ࡟を目視࠿う࡝࠿い࡞い࡚ࢀࡉ利用࡟ ௚ࡢࡢࡶࡢ支えࡾࡘࠊ等࡟利用࡚ࢀࡉい࡞いࠋ࡜ࡇ

࣭支持金具及びࡾࡘ金具：脱落ࠊ曲ࠊࡾࡀ緩ࡳ等࡞ࡀい࡝࠿う࠿ ࣭支持金具及びࡾࡘ金具：脱落ࠊ曲ࠊࡾࡀ緩ࡳ等࡞ࡀ

を目視及び手࡛触ࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࢀ確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ いࠋ࡜ࡇ

う࡝࠿ࡿṇ常࡛あࡀ開閉位置ࠊࡃ࡞ࡀ変形等ࠊࢀ類：漏ࣈࣝࣂ࣭ ࠋ࡜ࡇい࡞ࡀ損傷等ࠊ変形ࠊࢀ類：漏ࣈࣝࣂ࣭

ࠋ࡜ࡇࡿࡍ確認ࡾࡼ࡟を目視࠿ ṇ常ࡀ表示及び開閉位置ࡢ常時閉ࠖࠕࡣ常時開ࠖ又ࠕ࣭

ࡿࡍ確認ࡾࡼ࡟を目視࠿う࡝࠿い࡞ࡀ変形等ࠊࢀ過装置：漏ࢁ࣭ ࡛あࠋ࡜ࡇࡿ

ࠋ࡜ࡇ ࠋ࡜ࡇい࡞ࡀ損傷等ࠊ変形ࠊࢀ過装置：漏ࢁ࣭

送水口 周ᅖࡢ状況 ࣭周ᅖ࡟使用ୖ及び消防自動車ࡢ接近ࡢ障害࡞ࡀࡢࡶࡿ࡞࡜い࠿ ࣭消防自動車ࡢ接近࡟支障ࠊࡃ࡞ࡀ送水活動࡟障害࡜

ࠋ࡜ࡇࡿࡍを確認࠿う࡝ ࠋ࡜ࡇい࡞ࡀࡢࡶࡿ࡞

᪨及び送水圧力範ᅖを表示ࡿ設備用送水口࡛あ－ࣛࢡンࣜࣉࢫ࣭ ࣭標識࡟損傷ࠊ脱落ࠊ汚損等࡞ࡀいࠋ࡜ࡇ

ࠋ࡜ࡇࡿࡍを確認࠿う࡝࠿ࡿい࡚ࢀࡽࡅ設࡟適ṇࡀた標識ࡋ
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機器点検࠙外観㸦㸱㸭㸳ࠚ㸧

点検項目 点検方法 合否ุ定基準 備考

送水口 外形 漏ࠊࢀ変形等ࠊࡃ࡞ࡀ異物ࡀ入࡞࡚ࡗい࡝࠿う࠿を目視ࡾࡼ࡟確 ࣭差ࡋ込ࡳ式࡛ࠊࡣ爪部ศࣜࣉࢫࠊンࢢ部ศ等࡟錆等

認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ ࠋ࡜ࡇい࡞ࡀ等ࢀぶࡘࡢ山ࡌࡡࡣ式࡛ࡌࡡࠊࡃ࡞ࡀ

࣭漏ࢀ等ࠊࡃ࡞ࡀ砂ࠊ小石等ࡢ異物ࡀ入࡚ࡗい࡞いࡇ

ࠋ࡜

࣭保護具ࡀ設࡚ࡅあ࡟ࡢࡶࡿあࠊࡣ࡚ࡗ保護具ࡢ変形ࠊ

損傷࡞ࡀいࠋ࡜ࡇ

遠隔操作弁 周ᅖࡢ状況 周ᅖ࡟点検ୖ及び使用ୖࡢ障害ࠊࡃ࡞ࡀࡢࡶࡿ࡞࡜開閉操作࡟必 点検及び開閉操作࡟必要ࡀࢫ࣮࣌ࢫ࡞確保ูࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ紙㸯を

要࡞有効ࡀࢫ࣮࣌ࢫ確保࡚ࢀࡉい࡜ࡇࡿを確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 障害物ࡼࡿ࡞࡜うࡀࡢࡶ࡞置࡚ࢀ࠿い࡞いࠋ࡜ࡇ 参照

外観 類ࣈࣝࣂ ࠿ࡿṇ常࡛あࡀ開閉位置ࠊࡃ࡞ࡀ腐食等ࠊ変形ࠊࢀ漏࡟類ࣈࣝࣂ ࣭漏ࠊࢀ変形ࠊ損傷ࠊ著ࡋい腐食等࡞ࡀいࠋ࡜ࡇ

ࠋ࡜ࡇࡿࡍ確認ࡾࡼ࡟目視࠿う࡝ ṇ常ࡀ表示及び開閉位置ࡢ常時閉ࠖࠕࡣ常時開ࠖ又ࠕ࣭

࡛あࠋ࡜ࡇࡿ

圧力ࢵ࢖ࢫチ 変形ࠊ損傷等࡞ࡀい࡝࠿う࠿を目視ࡾࡼ࡟確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 変形ࠊ損傷等࡞ࡀいࠋ࡜ࡇ

可動式࣊ࢻࢵ 外形 ࣭漏ࠊࢀ変形ࠊ損傷ࠊ著ࡋい腐食等࡞ࡀい࠿目視ࡾࡼ࡟確認ࡿࡍ ࣭漏ࠊࢀ変形ࠊ損傷ࠊ著ࡋい腐食等࡞ࡀいࠋ࡜ࡇ ู紙㸰を

ࠋ࡜ࡇ ࣭௚ࡢࡢࡶࡢ支えࡾࡘࠊ等࡟利用࡚ࢀࡉい࡞いࠋ࡜ࡇ 参照

࣭௚ࡢࡢࡶࡢ支えࡾࡘࠊ等࡟利用࡚ࢀࡉい࡞い࡝࠿う࠿を目視࡟ ࣭可動式࣊ࡢࢻࢵ周辺ࠊࡣ࡟放水及び旋回動作等ࡢ障

ࠋ࡜ࡇࡿࡍ確認ࡾࡼ 害࡞ࡀࡢࡶࡿ࡞࡜いࠋ࡜ࡇ

࣭可動式࣊ࡢࢻࢵ周辺ࠊࡣ࡟旋回作動ࡢ妨࡞ࡀࡢࡶࡿ࡞࡜ࡆい࠿ ࣭構成部品ࡀṇ常ࡾྲྀ࡟付࡚ࢀࡽࡅいࠋ࡜ࡇࡿ

ࠋ࡜ࡇࡿࡍ確認ࡾࡼ࡟を目視࠿う࡝

࣭構成部品ྲྀࡢ付状態を確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

散水障害 ࣭可動式࣊ࡢࢻࢵ周ᅖ࡟散水障害ࡀࡢࡶࡿ࡞࡜置࡚ࢀ࠿い࡞い࠿ ࣭散水障害ࡀࡢࡶࡿ࡞࡜置࡚ࢀ࠿い࡞いࠋ࡜ࡇ

目視ࡾࡼ࡟確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ ࣭可動式࣊ࡢࢻࢵ放水部ࠊ࡟塗装ࠊ異物ࡢ付着ࠊワࡲ

࣭可動式࣊ࡢࢻࢵ放水部࡟塗装ࠊ異物ࡢ付着ࠊワࡾࡲ等࡞ࡀい࠿ ࠋ࡜ࡇい࡞ࡀ等ࡾ

目視ࡾࡼ࡟確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

固定式࣊ࢻࢵ 外形 ࣭漏ࠊࢀ変形等࡞ࡀい࠿目視ࡾࡼ࡟確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ ࣭漏ࠊࢀ変形ࠊ損傷ࠊ著ࡋい腐食等࡞ࡀいࠋ࡜ࡇ

࣭௚ࡢࡢࡶࡢ支えࡾࡘࠊ等࡟利用࡚ࢀࡉい࡞い࡝࠿う࠿を目視࡟ ࣭௚ࡢࡢࡶࡢ支えࡾࡘࠊ等࡟利用࡚ࢀࡉい࡞いࠋ࡜ࡇ

ࠋ࡜ࡇࡿࡍ確認ࡾࡼ

散水障害 ࣭固定式࣊ࡢࢻࢵ周ᅖ࡟散水障害ࡀࡢࡶࡿ࡞࡜置࡚ࢀ࠿い࡞い࠿ ࣭散水障害ࡀࡢࡶࡿ࡞࡜置࡚ࢀ࠿い࡞いࠋ࡜ࡇ

目視ࡾࡼ࡟確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ ࣭固定式࣊ࡢࢻࢵ放水部࡟塗装ࠊ異物ࡢ付着࡞ࡀいࡇ

࣭固定式࣊ࡢࢻࢵ放水部࡟塗装ࠊ異物ࡢ付着࡞ࡀい࠿目視ࡾࡼ࡟ ࠋ࡜

確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ
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機器点検࠙外観㸦㸲㸭㸳ࠚ㸧

点検項目 点検方法 合否ุ定基準 備考

赤外線㸱波長式 外形 変形ࠊ損傷ࠊ脱落ࠊ著ࡋい腐食等࡞ࡀい࠿目視ࡾࡼ࡟確認ࡇࡿࡍ 変形ࠊ損傷ࠊ脱落ࠊ汚損ࠊ著ࡋい腐食等࡞ࡀいࠋ࡜ࡇ

炎検知器 ࠋ࡜

警戒状況 ࣭設置後ࡢ用途変更ࠊ間௙ษ変更等࡚ࡗࡼ࡟未警戒部ศ࡞ࡀい࠿ ࣭設置後ࡢ用途変更ࠊ間௙ษ変更等࡚ࡗࡼ࡟未警戒部 ู紙㸱を

ࠋ࡜ࡇࡿࡍを確認࠿う࡝ ศ࡞ࡀいࠋ࡜ࡇ 参照

࣭┘視障害࡞ࡀࡢࡶࡿ࡞࡜い࠿確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ ࣭┘視障害࡞ࡀࡢࡶࡿ࡞࡜いࠋ࡜ࡇ

࣭ཷ光窓ࡢ汚損࡞ࡀい࠿確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ ࣭ཷ光窓ࡢ汚損࡞ࡀいࠋ࡜ࡇ

火源᥈査装置 外形 ࣭変形ࠊ損傷ࠊ脱落ࠊ著ࡋい腐食等࡞ࡀい࠿目視ࡾࡼ࡟確認ࡿࡍ ࣭変形ࠊ損傷ࠊ脱落ࠊ汚損ࠊ著ࡋい腐食等࡞ࡀいࠋ࡜ࡇ

ࠋ࡜ࡇ ࣭火源᥈査装置ࡢ周辺ࠊࡣ࡟旋回動作ࡢ妨ࡶࡿ࡞࡜ࡆ

࣭火源᥈査装置ࡢ周辺ࠊࡣ࡟旋回動作ࡢ妨࡞ࡀࡢࡶࡿ࡞࡜ࡆい࠿ ࠋ࡜ࡇい࡞ࡀࡢ

ࠋ࡜ࡇࡿࡍ確認ࡾࡼ࡟を目視࠿う࡝ ࠋ࡜ࡇい࡞ࡀࡳ緩࡟タࢡࢿࢥ࣭

ࠋ࡜ࡇࡿࡍを確認࠿い࡞ࡀࡳ緩࡟タࢡࢿࢥ࣭ ࣭緑Ｌ㹃㹂ࡀ点灯ࠊࡋ赤Ｌ㹃㹂ࡀ点滅࡚ࡋい࡜ࡇࡿを

ࠋ࡜ࡇࡿࡍ確認ࡾࡼ࡟点灯状況を目視ࡢＬ㹃㹂ࡢタ部ࢡࢿࢥ࣭ 目視࡛確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ㸦点滅周期ࡀ㏿いࡃࡼ࡛ࡢ見ࡿ

㸧࡜ࡇ

警戒状況 ࣭┘視障害࡞ࡀࡢࡶࡿ࡞࡜い࠿確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ ࣭┘視障害࡞ࡀࡢࡶࡿ࡞࡜いࠋ࡜ࡇ ู紙㸲を

࣭ཷ光部ࡢ汚損࡞ࡀい࠿目視ࡾࡼ࡟確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ ࣭ཷ光部ࡢ汚損࡞ࡀいࠋ࡜ࡇ 参照

中央操作┙ 外形 ࣭変形ࠊ損傷等࡞ࡀい࡝࠿う࠿を目視ࡾࡼ࡟確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ ࣭変形ࠊ損傷等࡞ࡀいࠋ࡜ࡇ

࣭操作࡟必要࡞有効ࡀࢫ࣮࣌ࢫ確保࡚ࢀࡉい࡜ࡇࡿを確認ࡇࡿࡍ ࣭操作࡟必要ࡀࢫ࣮࣌ࢫ࡞確保ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ障害物࡜

ࠋ࡜ ࠋ࡜ࡇい࡞い࡚ࢀ࠿置ࡀࡢࡶ࡞うࡼࡿ࡞

チࢵ࢖ࢫ ࣭定位ࡢ状態࡟あ࡝࠿ࡿう࠿を確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ ࣭定位ࡢ位置࡟あࠋ࡜ࡇࡿ

࣭放水࣮ࣔࡀࢻ定ࢀࡽࡵた࣮࡚ࣔࢀࡉࢺࢵࢭ࡛ࢻい࡝࠿ࡿう࠿を ࣭放水࣮ࣔࡀࢻ定ࢀࡽࡵた࣮࡚ࣔࢀࡉࢺࢵࢭ࡛ࢻいࡿ

確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ ࠋ࡜ࡇ

表示部 ࣭表示等ࠊࡣ適ษ࡟表示ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ異常࡞ࡀい࡜ࡇを確認ࡿࡍ ࣭ṇࡃࡋ表示࡚ࢀࡉいࠋ࡜ࡇࡿ

ࠋ࡜ࡇ

予備品等 ࣭┙ෆࠊࡣ࡟電ヰ機ࡀ備え࡚ࢀࡽい࡝࠿ࡿう࠿を確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ ࣭電ヰ機ࡀ備え࡚ࢀࡽいࠋ࡜ࡇࡿ

࣭予備品及び操作࣐ࣝ࢔ࣗࢽ等ࡀ備え࡚あ࡝࠿ࡿう࠿を確認ࡿࡍ ࣭予備品及び操作࣐ࣝ࢔ࣗࢽ等ࡀ備え࡚あࠋ࡜ࡇࡿ

ࠋ࡜ࡇ

照準࣓࢝ࣛ 外形 ࣭変形ࠊ損傷ࠊ脱落ࠊ著ࡋい腐食等࡞ࡀい࠿目視ࡾࡼ࡟確認ࡿࡍ ࣭変形ࠊ損傷ࠊ脱落ࠊ汚損ࠊ著ࡋい腐食等࡞ࡀいࠋ࡜ࡇ

ࠋ࡜ࡇ ࣭照準࣓࢝ࣛࡢ周辺ࠊࡣ࡟旋回作動ࡢ妨ࡢࡶࡿ࡞࡜ࡆ

࣭照準࣓࢝ࣛࡢ周辺ࠊࡣ࡟旋回作動ࡢ妨࡞ࡀࡢࡶࡿ࡞࡜ࡆい࡝࠿ ࠋ࡜ࡇい࡞ࡀ

う࠿を目視ࡾࡼ࡟確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

警戒状況 ┘視障害࡞ࡀࡢࡶࡿ࡞࡜い࠿確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ ┘視障害࡞ࡀࡢࡶࡿ࡞࡜いࠋ࡜ࡇ
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機器点検࠙外観㸦㸳㸭㸳ࠚ㸧

点検項目 点検方法 合否ุ定基準 備考

情報処理┙࣭制 外形 変形ࠊ損傷ࠊ脱落ࠊ著ࡋい腐食等࡞ࡀい࠿目視ࡾࡼ࡟確認ࡇࡿࡍ 変形ࠊ損傷ࠊ脱落ࠊ汚損ࠊ著ࡋい腐食等࡞ࡀいࠋ࡜ࡇ ู紙㸳を

御┙࣭火源᥈査 ࠋ࡜ 参照

制御┙࣭端子箱

࣭炎検知器専用 周ᅖࡢ状況 周ᅖ࡟点検ୖࡢ障害ࠊࡃ࡞ࡀࡢࡶࡿ࡞࡜扉ࡢ開閉操作࡟必要࡞有 点検及び扉ࡢ開閉操作࡟必要ࡀࢫ࣮࣌ࢫ࡞確保࡚ࢀࡉ

┘視┙ 効ࡀࢫ࣮࣌ࢫ確保࡚ࢀࡉい࡜ࡇࡿを確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ ࠋ࡜ࡇい࡞い࡚ࢀ࠿置ࡀࡢࡶ࡞うࡼࡿ࡞࡜障害物ࠊࡾ࠾

現地操作┙ 外形 ࣭変形ࠊ損傷࡞ࡀい࡝࠿う࠿を目視ࡾࡼ࡟確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ ࣭変形ࠊ損傷等࡞ࡀいࠋ࡜ࡇ

࣭操作࡟必要࡞有効ࡀࢫ࣮࣌ࢫ確保࡚ࢀࡉい࡜ࡇࡿを確認ࡇࡿࡍ ࣭操作࡟必要ࡀࢫ࣮࣌ࢫ࡞確保ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ障害物࡜

ࠋ࡜ ࠋ࡜ࡇい࡞い࡚ࢀ࠿置ࡀࡢࡶ࡞うࡼࡿ࡞

チࢵ࢖ࢫ 定位ࡢ状態࡟あ࡝࠿ࡿう࠿を確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 定位ࡢ位置࡟あࠋ࡜ࡇࡿ

表示部 ࣭表示等ࡣ適ษ࡟表示ࠕࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ異常ࠖやࠕ┙故障ࠖࡢ異常 ࣭ṇࡃࡋ表示࡚ࢀࡉいࠋ࡜ࡇࡿ

ࠋ࡜ࡇࡿࡍを確認࡜ࡇい࡞ࡀ

予備品等 ࣭┙ෆࠊࡣ࡟電ヰ機ࡀ備え࡚ࢀࡽい࡝࠿ࡿう࠿を確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ ࣭電ヰ機ࡀ備え࡚ࢀࡽいࠋ࡜ࡇࡿ

࣭予備品及び操作࣐ࣝ࢔ࣗࢽ等ࡀ備え࡚あ࡝࠿ࡿう࠿を確認ࡿࡍ ࣭予備品及び操作࣐ࣝ࢔ࣗࢽ等ࡀ備え࡚あࠋ࡜ࡇࡿ

ࠋ࡜ࡇ

㹓㹎㹑 外形 ࣭㹓㹎㹑ࡀṇࡃࡋ固定ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ変形ࠊ損傷等࡞ࡀい࡝࠿う࠿ ࣭変形ࠊ損傷等࡞ࡀいࠋ࡜ࡇ

を目視ࡾࡼ࡟確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ ࣭㹓㹎㹑ୖࡢ又ࡣ周ᅖࠊࡣ࡟物ࡀ࡝࡞置࡚ࢀ࠿い࡞い

࣭㹓㹎㹑ୖࡢ又ࡣ周辺ࠊࡣ࡟物ࡀ࡝࡞置࡚ࢀ࠿い࡞い࡜ࡇを確認 ࠋ࡜ࡇ

ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

表示部 㐠転状態表示灯及び࢖ࣞࣉࢫ࢕ࢹ等ࡢ表示ࠊࡣ適ษ࡟表示࡚ࢀࡉ ṇࡃࡋ表示ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ㹓㹎㹑ࡀ㐠転ࡢ状態࡟あࡇࡿ

い࡝࠿ࡿう࠿を確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ ࠋ࡜
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機器点検࠙機能㸦㸯㸭㸳ࠚ㸧

点検項目 点検方法 合否ุ定基準 備考

水源 水状 ࣐ン࣮࣍ࣝࡢ蓋等を開ࠊࡅ腐敗ࠊ浮㐟物ࠊỿ殿物等࡞ࡀい࡝࠿う 著ࡋい腐敗ࠊ浮㐟物ࠊỿ殿物等࡞ࡀいࠋ࡜ࡇ

ࠋ࡜ࡇࡿࡍ確認ࡋ等を用い࡚᥇水ࢶࢣࣂを目視及び࠿

給水装置 変形ࠊ腐食等࡞ࡀい࡝࠿う࠿を目視ࠊࡾࡼ࡟機能ࡀṇ常࡛あ࠿ࡿ 㹟 変形ࠊ損傷ࠊ著ࡋい腐食等࡞ࡀいࠋ࡜ࡇ

非常ࡀ排水量ࠊ࠾࡞ࠋ࡜ࡇࡿࡍ確認ࡾࡼ࡟操作ࡢを排水弁࠿う࡝ 㹠 減水状態࡛ࡣ給水ࠊࡋ満水状態࡛ࡣ給水ࡀ停Ṇࡍ

確認ࡾࡼ࡟方法ࡢ次ࠊࡣࡁ࡜たいࡀࡾࡼ࡟方法ࡢࡇ多い場合等࡟ ࠋ࡜ࡇࡿ

ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

㹟 水位電極を用いࠊࡣࡢࡶࡿ電極ࡢ回路ࡢ配線を外࡜ࡇࡍ㸦又

回路ࠊ後ࡢそࠊ給水を࡚ࡋ࡟減水状態ࡾࡼ࡟チ㸧ࢵ࢖ࢫ試験ࡣ

満水状態をࡾࡼ࡟チ㸧ࢵ࢖ࢫ試験ࡣ㸦又࡜ࡇࡿࡍ⥆配線を接ࡢ

再現࡚ࡋ給水ࡢ停Ṇを確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

㹠 ࣮࣎ࣝタࣉࢵを用いࠊࡣࡢࡶࡿ手動操作࣮ࣝ࣎ࡾࡼ࡟を水中

を࣮ࣝ࣎ࠊ後ࡢそࠊ給水を࡚ࡋ࡟減水状態ࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ没࡟

元࡟戻ࡾࡼ࡟࡜ࡇࡍ満水状態を再現࡚ࡋ給水ࡢ停Ṇを確認ࡿࡍ

ࠋ࡜ࡇ

水位計ࠊ圧力計 㹟 水位計࡟あ࣐ࠊࡣ࡚ࡗン࣮࣍ࣝࡢ蓋等を開ࡅ検尺ࡾࡼ࡟水位 㹟 水位計ࡢ指示値ࡀ適ṇ࡛あࠋ࡜ࡇࡿ

を測定ࡋ水位計ࡢ指示値を確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 㹠 圧力計ࣟࢮࡢ点ࡢ位置ࠊ指針ࡢ作動ࡢ状況及び指

㹠 圧力計࡟あࢡࢵࢥࢪ࣮ࢤࠊࡣ࡚ࡗ又ࣈࣝࣂࡣ等を閉࡚ࡌ圧力 針値ࡀ適ṇ࡛あࠋ࡜ࡇࡿ

計ࡢ水を抜ࠊࡁ指針ࣟࢮࡀ点ࡢ位置を指࡝࠿ࡍう࠿を確認ࠊࡋ

ࡇࡿࡍ指示値を確認ࡢ指針ࡁ等を開ࣈࣝࣂࡣ又ࢡࢵࢥࢪ࣮ࢤ

ࠋ࡜

類ࣈࣝࣂ 手࡛操作ࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ開閉操作ࡀ容易࡝࠿ࡿࡁ࡛࡟う࠿を確認 開閉操作ࡀ容易ࠋ࡜ࡇࡿࡁ࡛࡟

ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

電動機ࡢ制御 開閉器ࢵ࢖ࢫࠊチ類 端子ࡢ緩ࡳ等ࠊࡃ࡞ࡀ開閉機能ࡀṇ常࡛あ࡝࠿ࡿう࠿を開閉操作 㹟 端子ࡢ緩ࡳ等ࡃ࡞ࡀ発熱࡚ࡋい࡞いࠋ࡜ࡇ

装置 ࠋ࡜ࡇࡿࡍ確認ࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ 㹠 開閉ࡀṇ常࡟行わࠋ࡜ࡇࡿࢀ

類ࢬ࣮ࣗࣄ 損傷ࠊ溶断等ࠊࡃ࡞ࡀ所定ࡢ種類及び容量࡛ࡢࡶࡢあ࡝࠿ࡿう࠿ 㹟 損傷ࠊ溶断等࡞ࡀいࠋ࡜ࡇ

を確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 㹠 回路ᅗ等࡟示ࢀࡉた所定ࡢ種類及び容量ࡀࡢࡶࡢ

設࡚ࢀࡽࡅいࠋ࡜ࡇࡿ

⥅電器 脱落ࠊ端子ࡢ緩ࠊࡳ接点ࡢ焼損ࠊほࡾࡇ等ࡢ付着࡞ࡀい࡝࠿う࠿ 㹟 脱落ࠊ端子ࡢ緩ࠊࡳ接点ࡢ焼損ࠊほࡾࡇ等ࡢ付着

を確認ࢵ࢖ࢫࠊࡋチ等ࡢ操作ࡾࡼ࡟⥅電器を作動ࡏࡉ機能を確認 ࠋ࡜ࡇい࡞ࡀ

ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 㹠 ṇ常࡟作動ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

表示灯 ࠋ࡜ࡇࡿࡍ点灯を確認ࡾࡼ࡟操作ࡢチ等ࢵ࢖ࢫ 著ࡋい劣化等ࠊࡃ࡞ࡀṇ常࡟点灯ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

結線接⥆ 断線ࠊ端子ࡢ緩ࡳ等࡞ࡀい࡝࠿う࠿を目視及び࣮ࣂ࢖ࣛࢻ等ࡼ࡟ 断線ࠊ端子ࡢ緩ࠊࡳ脱落ࠊ損傷等࡞ࡀいࠋ࡜ࡇ

ࠋ࡜ࡇࡿࡍ確認ࡾ
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機器点検࠙機能㸦㸰㸭㸳ࠚ㸧

点検項目 点検方法 合否ุ定基準 備考

電動機ࡢ制御 接地 腐食ࠊ断線等࡞ࡀい࡝࠿う࠿を目視又ࡣ回路計ࡾࡼ࡟確認ࡇࡿࡍ 著ࡋい腐食ࠊ断線等ࡢ損傷࡞ࡀいࠋ࡜ࡇ

装置 ࠋ࡜

起動装置 直接操作部 直接操作部ࡢ機能ࡀṇ常࡛あ࡝࠿ࡿう࠿を確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 直接操作部ࡢ操作ࠊࡾࡼ࡟加圧送水装置ࡀ確実࡟起動

ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

遠隔操作部 放水型中央操作┙及び可動式࣊ࢻࢵ現地操作┙࡛ࡢ遠隔操作ࡢ機 放水型中央操作┙及び可動式࣊ࢻࢵ現地操作┙࡛ࡢ遠

能ࡀṇ常࡛あ࡝࠿ࡿう࠿を確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 隔操作ࡢ操作ࠊࡾࡼ࡟加圧送水装置ࡀ確実࡟起動ࡿࡍ

ࠋ࡜ࡇ

加圧送水装置 電動機 回転軸 回転ࡀ෇滑࡛あ࡝࠿ࡿう࠿を手࡛回ࡾࡼ࡟࡜ࡇࡍ確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 回転ࡀ෇滑࡛あࠋ࡜ࡇࡿ

軸ཷ部 潤滑油࡟汚ࠊࢀ変質等ࠊࡃ࡞ࡀ必要量ࡀ満た࡚ࢀࡉい࡝࠿ࡿう࠿ 潤滑油࡟汚ࠊࢀ変質ࠊ異物ࡢ混入等ࠊࡃ࡞ࡀ必要量ࡀ

を確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 満た࡚ࢀࡉいࠋ࡜ࡇࡿ

軸⥅手 緩ࡳ等ࠊࡃ࡞ࡀ機能ࡀṇ常࡛あ࡝࠿ࡿう࠿をࢼࣃࢫ等ࡾࡼ࡟確認 緩ࠊࡳ脱落等ࠊࡃ࡞ࡀ接合状態ࡀ確実࡛あࠋ࡜ࡇࡿ

ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

本体 起動装置ࡢ操作ࠊࡾࡼ࡟機能ࡀṇ常࡛あ࡝࠿ࡿう࠿を確認ࡇࡿࡍ 著ࡋい発熱ࠊ異常࡞振動ࠊ不規則又ࡣ不連⥆࡞雑音等

ࠋ࡜ ࠋ࡜ࡇࡿṇ常࡛あࡀ回転方ྥࠊࡃ࡞ࡀ

࣏ンࣉ 回転軸 回転ࡀ෇滑࡛あ࡝࠿ࡿう࠿を手࡛回ࡾࡼ࡟࡜ࡇࡍ確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 回転ࡀ෇滑࡛あࠋ࡜ࡇࡿ

軸ཷ部 潤滑油࡟汚ࠊࢀ変質等ࠊࡃ࡞ࡀ必要量ࡀ満た࡚ࢀࡉい࡝࠿ࡿう 潤滑油࡟汚ࠊࢀ変質ࠊ異物ࡢ混入等ࠊࡃ࡞ࡀ必要量ࡀ

ࠋ࡜ࡇࡿࡍを確認࠿ 満た࡚ࢀࡉいࠋ࡜ࡇࡿ

部ࢻンࣛࢢ 著ࡋい漏水࡞ࡀい࡝࠿う࠿を確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 著ࡋい漏水࡞ࡀいࠋ࡜ࡇ

連成計ࠊ圧 ࡢ点ࣟࢮࡀ指針ࠊࡁ水を抜࡚ࡌ等を閉ࣈࣝࣂࡣ又ࢡࢵࢥࢪ࣮ࢤ ࠋ࡜ࡇࡿ適ṇ࡛あࡀ作動ࡢ位置及び指針ࡢ点ࣟࢮ

力計 位置を指࡝࠿ࡍう࠿を確認ࢡࢵࢥࢪ࣮ࢤࠊࡋ又ࣈࣝࣂࡣ等を開

を確࠿う࡝࠿ࡿࡍ作動࡟ṇ常ࡀ指針ࡾࡼ࡟操作ࡢ起動装置ࠊࡁ

認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

性能 ࣏ンྤࣉ出側࡟設࡚ࢀࡽࡅいࡿ௙ษ弁を閉ࡌたࡢち࣏ࠊンࣉを起 異常࡞振動ࠊ不規則又ࡣ不連⥆࡞雑音等ࠊࡃ࡞ࡀ定格

動ࠊࡏࡉ性能試験用配管ࢺࢫࢸࡢ弁を開放ࠊ࡚ࡋ流量計及び圧力 負荷㐠転時ྤࡿࡅ࠾࡟出圧力及びྤ出量ࡀ所定ࡢ値࡛

計ࡾࡼ࡟定格負荷㐠転時ࡢ性能ࡀ維持࡚ࢀࡉい࠿࡝࠿ࡿを確認ࡍ あࠋ࡜ࡇࡿ

ࠋ࡜ࡇࡿ
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機器点検࠙機能㸦㸱㸭㸳ࠚ㸧

点検項目 点検方法 合否ุ定基準 備考

呼水装置 類ࣈࣝࣂ 手࡛操作ࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ開閉操作ࡀ容易࡝࠿ࡿࡁ࡛࡟う࠿を確認 開閉操作ࡀ容易ࠋ࡜ࡇࡿࡁ࡛࡟

ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

自動給水装置 㹟 変形ࠊ腐食等࡞ࡀい࡝࠿う࠿を確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 㹟 変形ࠊ損傷ࠊ著ࡋい腐食等࡞ࡀいࠋ࡜ࡇ

㹠 排水弁ࡢ操作ࠊࡾࡼ࡟機能ࡀṇ常࡛あ࡝࠿ࡿう࠿を確認ࡿࡍ 㹠 呼水槽ࡢ水量ࡀ㸯㸭㸰࡟減水ࡢ࡛ࡲࡿࡍ間࡟作動

ࠋ࡜ࡇ ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

減水警報装置 㹟 変形ࠊ腐食等࡞ࡀい࡝࠿う࠿を確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 㹟 変形ࠊ損傷ࠊ著ࡋい腐食等࡞ࡀいࠋ࡜ࡇ

㹠 補給水弁を閉ࠊࡌ排水弁ࡢ操作ࠊࡾࡼ࡟機能ࡀṇ常࡛あ࠿ࡿ 㹠 警報を発࡟࡛ࡲࡿࡍ減水࡟水量ࡢ㸯㸭㸰ࡡࡴ࠾࠾

ࠋ࡜ࡇࡿࡍを確認࠿う࡝ ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

弁ࢺ࣮ࣇ 㹟 吸水管を引࠿ࡿࡆୖࡁ又ࡣワ࣮ࣖ࢖若ࡣࡃࡋ鎖等ࡢ操作ࡼ࡟ 㹟 吸水࡟障害ࡿ࡞࡜異物ࡢ付着ࠊワࡾࡲ等࡞ࡀいࡇ

ࠋ࡜ࡇࡿࡍを確認࠿う࡝࠿い࡞ࡀ等ࡾࡲワࠊ付着ࡢ異物ࠊࡾ ࠋ࡜

㹠 ࣏ンࡢࣉ呼水漏斗ࢡࢵࢥࡢを開ࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡃ漏斗ࡽ࠿連⥆ 㹠 呼水漏斗ࡽ࠿連⥆的࡟溢水ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

的࡟溢水࡝࠿ࡿࡍう࠿を確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 㹡 呼水漏斗ࡢ水ࡀ減少࡞ࡋいࠋ࡜ࡇ

㹡 ࣏ンࡢࣉ呼水漏斗を開ࠊࡁ呼水槽ࣈࣝࣂࡢを閉Ṇ࡟࡜ࡇࡿࡍ

ࠋ࡜ࡇࡿࡍを確認࠿う࡝࠿ࡿṇ常࡛あࡀ逆Ṇ効果ࡾࡼ

配管 類ࣈࣝࣂ 手࡛操作ࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ開閉操作ࡀ容易࡝࠿ࡿࡁ࡛࡟う࠿を確認 開閉操作ࡀ容易ࠋ࡜ࡇࡿࡁ࡛࡟

ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

過装置ࢁ ࡿࡍ確認࡚ࡋをศ解࠿う࡝࠿い࡞ࡀ堆積等ࡢ異物ࠊ変形ࡢ過網ࢁ ࠋ࡜ࡇい࡞ࡀ堆積等ࡢ異物ࠊ損傷ࠊ変形ࡢ過網ࢁ

ࠋ࡜ࡇ

逃ࡋ配管 加圧送水装置を締ษ㐠転ࠊ࡚ࡏࡉ逃ࡋ水量ࡀ適ṇ࡛あ࡝࠿ࡿう࠿ 逃ࡋ水量ࡀ次式࡛求ࡵた量௨ୖ࡛あࠋ࡜ࡇࡿ

を確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

ｑ L 㹱࣭㹁

㸴㸮࣭△㹲

ｑ：逃ࡋ水量㸦㺶ｯﾄ㺷/min.㸧
L 㹱：࣏ンࣉ締ษ㐠転時出力㸦kw㸧

C：860kcal㸦1kw 時あたࡢࡾ水ࡢ発熱量㸧

△㹲：30 ℃㸦࣏ンࣉෆ部ࡢ水温ୖ昇温ᗘ㸧

送水口 本体 㹟 ࠋ࡜ࡇࡿࡍを確認࠿う࡝࠿い࡞ࡀ老化等ࡢン࢟ࢵࣃ 㹟 ࠋ࡜ࡇい࡞ࡀ損傷等ࠊ老化ࡢン࢟ࢵࣃ

㹠 ࡁ着脱࡛࡟式金具を用い࡚容易ࡌࡡࡣ金具又ࡳ差込ࡢࢫ࣮࣍ 㹠 ࠋ࡜ࡇࡿ容易࡛あࡀ着脱ࡢ等ࢫ࣮࣍

ࠋ࡜ࡇࡿࡍを確認࠿う࡝࠿ࡿ
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機器点検࠙機能㸦㸲㸭㸳ࠚ㸧

点検項目 点検方法 合否ุ定基準 備考

遠隔操作弁 㹟 圧力ࢵ࢖ࢫチ及び電動弁ࡢ端子ࡢ緩ࡳ等࡞ࡀい࡝࠿う࠿をࢻ 㹟 端子ࡢ緩ࠊࡳ脱落等࡞ࡀいࠋ࡜ࡇ ู紙㸯を

ࠋ࡜ࡇࡿࡍ確認ࡾࡼ࡟等࣮ࣂ࢖ࣛ 㹠 遠隔操作弁ࡀ確実࡟開放ࠊࡋ圧力ࢵ࢖ࢫチࡀ設定 参照

㹠 遠隔操作弁ࡢ㸰次側ࡢ௙ษ弁を閉Ṇࠊࡋ排水弁を開放ࡋた状 圧力㸦0.1MPa㸧࡟ࡾ࠾࡝作動࡚ࡋ放水警報を発ࡍ

態࡛ࠊ中央操作┙及び現地操作┙ࡾࡼ࡟当ヱ遠隔操作弁ࡢ開放 ࠋ࡜ࡇࡿ

操作を行いࠊṇ常࡟遠隔操作弁ࡀ開放ࠊࡋ放水信号を発ࡇࡿࡍ 㹡 所定ࡢ送水圧力㸦ୗ表参照㸧࡛஧次側へ送水ࢀࡉ

ࠋ࡜ࡇࡿࡍを確認࠿う࡝࠿ࡿࡁ࡛ࡀ࡜ ࠋ࡜ࡇࡿ

㹡 遠隔操作弁開放࡟伴い஧次側へࡢ送水圧力ࡀ所定ࡢ圧力ࡼ࡟ 㹢 遠隔操作弁ࠊࡣ手動起動弁ࡾࡼ࡟ṇ常࡟開放ࡿࡍ

ࠋ࡜ࡇࡿࡍ確認ࡾࡼ࡟を圧力計࠿う࡝࠿ࡿࢀࡉ送水ࡾ ࠋ࡜ࡇ

㹢 遠隔操作弁ࠊࡣ手動起動弁ࡾࡼ࡟ṇ常࡟開放࡝࠿ࡿࡍう࠿を 放水型࣊ࢻࢵ 圧力㸦MPa㸧
確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

No.1 用 1.46 み 0.05
ࠝ注意஦項ࠞ

ձ 遠隔操作弁ࡢ機能を確認ࡿࡍ場合ࠊࡣ必ࡎ஧次側ࡢ௙ษ弁 No.2 用 1.47 み 0.05
を閉鎖࡚ࡋ行うࡲࠋ࡜ࡇたࠊ点検後ࡣ元࡟戻ࠋ࡜ࡇࡍ

ղ 遠隔操作弁ࡢ機能を確認ࡿࡍ場合࣏ࠊࡣンࡀࣉ起動ࡿࢀࡉ No.3 用 1.48 み 0.05
た࣏ࠊࡵンࣉ室࠾࡟い࡚࣏ンࡢࣉ㐠転状態を確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

ճ 試験管௙ษ弁Ａࡣ全開ࠊࡎࡏ࡟徐々࡟㸯㸭㸱程ᗘ࡛ࡲ開放 固定式用 0.39 み 0.05
ࠋࡿ࡞࡜原因ࡢ故障ࣉン࣏ࡾࡼ࡟過流࡜ࡿࡂࡍࡋ開放ࠋࡿࡍ

可動式࣊ࢻࢵ 㹟 水平旋回を行いࠊṇ常࡟動作࡜ࡇࡿࡍを確認ࠋࡿࡍ 㹟 水平旋回を行いࠊṇ常࡟動作ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

㹠 ಠ仰旋回を行いࠊṇ常࡟動作࡜ࡇࡿࡍを確認ࠋࡿࡍ 㹠 ಠ仰旋回を行いࠊṇ常࡟動作ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

㹡 放水形状ࡢ制御を行いࡀࣝࢬࣀࢻࢵ࣊ࠊṇ常࡟動作࡜ࡇࡿࡍ 㹡 放水形状ࡢ制御を行いࡀࣝࢬࣀࢻࢵ࣊ࠊṇ常࡟動

を確認ࠋࡿࡍ 作ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

㹢 仮想ࡢ火源へ照準完了操作ࠊࡋ放水形状制御ࡀṇ常࡟作動ࡍ 㹢 仮想ࡢ火源へ照準完了操作ࠊࡋ放水形状制御ࡀṇ

ࠋࡿࡍを確認࡜ࡇࡿ 常࡟作動ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

㹣 復ᪧ操作を行いࠊṇ常࡟復ᪧ࡜ࡇࡿࡍを確認ࠋࡿࡍ 㹣 ṇ常࡟復ᪧࠋ࡜ࡇࡿࡍ

赤外線㸱波長式炎検知器ࠊ炎検知 ࣭炎検知器専用┘視┙ࡽ࠿動作試験を起動ࠋࡿࡍ ࣭炎検知器ࡢ作動時間ࡀ規定時間௨ෆ࡛あࠋ࡜ࡇࡿ

器専用┘視┙ ࣭表示部試験を行いࠊ状況を確認ࠋࡿࡍ ࣭表示ࡀ適ṇ࡛あࠋ࡜ࡇࡿ

照準࣓࢝ࣛ 㹟 水平旋回を行いࠊṇ常࡟動作࡜ࡇࡿࡍを確認ࠋࡿࡍ 㹟 水平旋回を行いࠊṇ常࡟動作ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

㹠 ಠ仰旋回を行いࠊṇ常࡟動作࡜ࡇࡿࡍを確認ࠋࡿࡍ 㹠 ಠ仰旋回を行いࠊṇ常࡟動作࡜ࡇࡿࡍ

㹡 ࠋࡿࡍを確認࡜ࡇࡿࡍ作動࡟ṇ常ࡀ機能ࢫォ࣮࢝ࣇࠊ࣒࣮ࢬ 㹡 ࡜ࡇࡿࡍ作動࡟ṇ常ࡀ機能ࢫォ࣮࢝ࣇࠊ࣒࣮ࢬ

㹢 仮想ࡢ火源へ照準完了操作ࠊࡋṇ常࡟作動࡜ࡇࡿࡍを確認ࡍ 㹢 仮想ࡢ火源へ照準完了操作ࠊࡋṇ常࡟作動ࡇࡿࡍ

ࠋࡿ ࠋ࡜

㹣 復ᪧ操作を行いࠊṇ常࡟復ᪧ࡜ࡇࡿࡍを確認ࠋࡿࡍ 㹣 ṇ常࡟復ᪧࠋ࡜ࡇࡿࡍ
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機器点検࠙機能㸦㸳㸭㸳ࠚ㸧

点検項目 点検方法 合否ุ定基準 備考

火源᥈査装置 擬似火災信号を入力ࡋ火源᥈査装置ࡢ動ࡁを確認ࠋࡿࡍ ู紙㸲を

ձ 火源᥈査装置ࠊࡀ停Ṇ状態࡛あ࡜ࡇࡿを確認ࠋࡿࡍ ձ 火源᥈査装置ࡀṇ常࡟動作ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 参照

ղ 800W ௨ୖࢤࣟࣁࡢン࣮ࣄタを火源᥈査装置ࡽ࠿水平距㞳 25 ղ －

ｍ௨ୖ 30 ｍ௨ୗࠊ火源᥈査装置ࡽ࠿任意ࡢ角ᗘ࡟配置ࠊࡋ火

源᥈査装置࡟指ྥࠋࡿࡏࡉ

ճ 擬似ࠊ㸯ศ௨ୖ経過後ࡽ࠿࡚ࡋ電源を投入ࡢタ࣮ࣄンࢤࣟࣁ ճ －

火災信号を炎検知器専用┘視┙࡟入力ࠋࡿࡍ

մ 火源᥈査装置ࠊࡀṇ面を指ྥࡋ原点合わࡏを実行ࡋた後ࠊ熱 մ 火源᥈査装置ࠊࡀṇ面を指ྥࡋ原点合わࡏを実行

源᥈査開始位置。火源᥈査装置ࡢṇ面位置ࡽ࠿右側へ約 90 ｔ) ࠋ࡜ࡇࡿࡍ指ྥࠊ熱源᥈査開始位置へ旋回ࠊた後ࡋ

へ旋回ࠊ指ྥ࡜ࡇࡿࡍを確認ࠋࡿࡍ

յ մࡢ動作後ࠊ火源᥈査装置ࡀ一定角ᗘ࡟࡜ࡈ停Ṇࡽࡀ࡞ࡋ┘ յ 火源᥈査装置ࡀ一定角ᗘ࡟࡜ࡈ停Ṇࡽࡀ࡞ࡋ┘視

視範ᅖෆを水平旋回ࠊࡋ┘視範ᅖෆ࡟あࡿ熱源を᥈査࡜ࡇࡿࡍ 範ᅖෆを水平旋回ࠊࡋ┘視範ᅖෆ࡟あࡿ熱源を᥈査

を確認ࠋࡿࡍ ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

ն յࡢ動作後ࠊ火源᥈査装置ࢤࣟࣁࡀン࣮ࣄタを指ྥ࡜ࡇࡿࡍ ն 火源᥈査装置ࢤࣟࣁࡀン࣮ࣄタを指ྥࠊࡋ停Ṇࡍ

を確認ࠋࡿࡍ ࠋ࡜ࡇࡿ

շ 炎検知器専用┘視┙ࡢ復ᪧ操作後ࠊ中央操作┙ࡢ復ᪧ操作を շ 火源᥈査装置ࡀ格納位置࡟ṇ常࡟復ᪧࠊࡋ停Ṇࡍ

行いࠊṇ常࡟復ᪧ࡜ࡇࡿࡍを確認ࠋࡿࡍ ࠋ࡜ࡇࡿ

中央操作┙ࠊ現 チ類ࢵ࢖ࢫ 端子ࡢ緩ࡳ等ࠊࡃ࡞ࡀ機能ࡀṇ常࡛あ࡜ࡇࡿを確認ࠋࡿࡍ 適ṇ࡛あࠋ࡜ࡇࡿ

地操作┙ࠊ情報

処理┙ࠊ制御┙ࠊ 類ࢬ࣮ࣗࣄ 損傷ࠊ溶断等ࠊࡃ࡞ࡀ所定ࡢ種類及び容量࡛あ࠿ࡿを確認ࠋࡿࡍ

火源᥈査制御┙

⥅電器 脱落ࠊ端子ࡢ緩ࠊࡳ焼損ࠊほࡾࡇ等࡞ࡀい࡜ࡇを確認ࠋࡿࡍ

結線接⥆ 断線ࠊ腐食࡝࡞損傷࡞ࡀい࡜ࡇを確認ࠋࡿࡍ

予備電源 予備電源ࡀ備え࡚ࢀࡽいࡿ場合ࠊࡣ予備電源試験を行いࠊ状況を

確認ࠋࡿࡍ

非常電源へࡢษ替えࠊ復ᪧ時ࡣ࡟常用電源࡟自動ษ換えを確認ࠋ

表示部 表示部試験を行いࠊ状況を確認ࠋࡿࡍ

ࢵ࢖ࢸࢫ࢖ョࢪ 損傷࢞ࠊタ࡟ࢬ࣮࣒ࢫࠊࡃ࡞ࡀ操作࡛࡜ࡇࡿࡁを確認ࠋࡿࡍ

部ࢡ
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総合点検࠙㸯㸭㸰ࠚ

点検項目及び区ศ 点検方法 合否ุ定基準 備考

総合作動㸦可動式࣊ࢻࢵ㸧 自動放水࣮ࣔࡿࡅ࠾࡟ࢻ可動式࣊ࡢࢻࢵ連動制御機能ࡀ適ṇ࡛あ ู紙㸴を

本点ࡽ࠿状況ࡢ現場ࠊ࠾࡞ࠋ࡜ࡇࡿࡍ確認ࡾࡼ࡟次ࠊ࠿う࡝࠿ࡿ 参照

検方法࡛実施ࡀ࡜ࡇࡿࡍ困㞴࡞場合ࠊࡣ現場࡜協議ୖࡢ決定ࡿࡍ

ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ

㹟 点検条件

ձ 遠隔操作弁ࡢ஧次側௙ษ弁を閉Ṇࠊࡋ試験用配管ࡢ排水弁

を開放ࠋࡿࡍ㸦排水弁㸯㸭㸱程ᗘ開放㸧

ղ 火災模型を燃焼ࡏࡉ赤外線㸱波長式炎検知器ࡢ動作及び可

動式࣊ࡢࢻࢵ連動制御機能ࡢ確認を行うࠋ

ճ 放水࣮ࣔࠕࠊࡣࢻ自動ࠖࠋࡿࡍ࡜

㹠 点検方法

ձ 全࡚ࡢ機器ࡀ定位ࡢ状態࡟あ࡜ࡇࡿを確認ࠋࡿࡍ ձ 全࡚ࡢ機器ࡀ定位ࡢ状態࡛あࠋ࡜ࡇࡿ中央操作┙

及び現地操作┙ࡢ表示ࠊ操作ࡀ確実࡟伝えࠋ࡜ࡇࡿ

ղ 放水区域࡟設ࡅた火災模型࡟着火ࠋࡿࡍ ղ －

ճ 赤外線㸱波長式炎検知器ࡀ動作ࠋࡿࡍ ճ 炎検知器専用┘視┙ࡢヱ当ࡿࡍ火災灯ࡀ点灯ࡿࡍ

ࡀ࣮ࢨࣈࠊࡋ点灯ࡀ火災灯ࠖࠕࡢ┙中央┘視ࠋ࡜ࡇ

鳴動ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

մ 㹒㹔ࣔࢽタࠊ㹁㹐㹒ࣔࢽタࡢ電源ࡀ O 㹌ࠋࡿࡍ մ 㹒㹔ࣔࢽタࠊ㹁㹐㹒ࣔࢽタࡢ電源ࡀ㹍㹌ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

յ 照準࣓࢝ࣛࡀ動作検知器ࡢ中心ᗙ標へ指ྥࠊࡋ火源᥈査装 յ 照準࣓࢝ࣛࡀ規定ࡢ方ྥへ指ྥࠋ࡜ࡇࡿࡍ火源᥈

置ࡀ起動ࠋࡿࡍ 査装置ࡀ起動ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

ն 熱源᥈査ࠊࡾࡼ࡟火源᥈査装置ࠊ照準࣓࢝ࣛ及び可動式࣊ ն 熱源᥈査ࡢ結果ࠊ火源᥈査装置ࠊ照準࣓࢝ࣛ及び

照準࢝ࠊࡾࡼ࡟火災ุ定結果ࠊࡋ熱源概略位置へ指ྥࡀࢻࢵ 可動型࣊ࡀࢻࢵ熱源概略位置へ指ྥࠊࡋ火災ุ定結

ࡍを確認࡜ࡇࡿࡍ火源位置へ指ྥಟṇࡀࢻࢵ可動式࣊ࠊ࣓ࣛ 果ࠊࡾࡼ࡟照準࣓࢝ࣛࠊ可動式࣊ࡀࢻࢵ火源位置へ

ࠋࡿ 指ྥಟṇࠋ࡜ࡇࡿࡍ

շ 火源࡟最ࡶ近い可動式࣊ࡀࢻࢵ選択ࠊࢀࡉヱ当ࡿࡍ遠隔操 շ 火災模型ࡢ位置࡟対応ࡋた可動式࣊ࡀࢻࢵṇࡃࡋ

作弁ࡀ開放ࠊࡋ放水ࡀ開始࡜ࡇࡿࢀࡉを確認ࠋࡿࡍ 選択ࠊࢀࡉ距㞳࡟応ࡌた放水ࣃタ࣮ンࡀ選択ࡿࢀࡉ

ࡢࢻࢵ当ヱ可動式࣊ࡿࡼ࡟開放ࡢ遠隔操作弁ࠋ࡜ࡇ

ࠋ࡜ࡇࡿࡍ点灯ࡀ放水ࠖ灯ࠕ

ո 遠隔操作弁ࡢ開放後消火࣏ンࡀࣉ自動的࡟起動࣏ࠊࡋンࣉ ո ࣏ンࣉ起動࣏ࠕࡾࡼ࡟ンࣉ㐠転ࠖ灯ࡀ点灯ࡇࡿࡍ

ࠋࡿࡍを確認࡜ࡇࡿࡍ点灯ࡀ㐠転ࠖ灯ࠕ ࠋ࡜

չ 圧力計ࡾࡼ࡟遠隔操作弁㸰次側ࡢ放水圧力を測定ࠋࡿࡍ չ 放水圧力ࡣ設計ᅗ面࡛ࡾ࠾࡜ࡢあࠋ࡜ࡇࡿ

պ 閉Ṇࡢ遠隔操作弁ࠊࡾࡼ࡟停Ṇ࣮ࠖ࢟㸦放水操作㸧操作ࠕ պ 遠隔操作弁ࡢ閉Ṇࠕࡾࡼ࡟放水ࠖ灯ࡀ消灯ࡇࡿࡍ

操作を行いࠊ遠隔操作弁ࡢ閉Ṇࠕࡾࡼ࡟放水ࠖ灯ࡀ消灯ࡿࡍ ࠋ࡜

ࠋࡿࡍを確認࡜ࡇ

ջ 炎検知機┘視┙ࡢ火災復ᪧ操作を行ࡗた後ࠕࠊ復ᪧࠖ釦を ջ ࠊࡋ復ᪧ࡟ṇ常ࡀ࣒ࢸࢫࢩࡾࡼ࡟操作ࡢ復ᪧࠖࠕ

押ࡋୗࡀ࣒ࢸࢫࢩࠊ࡚ࡆ復ᪧ࡜ࡇࡿࡍを確認ࠋࡿࡍ 可動式࣊ࠊࢻࢵ照準࣓࢝ࣛࠊ火源᥈査装置ࡀ格納ࡉ

ࠋ࡜ࡇࡿࢀ

ռ 消火࣏ンࣉを手動ࡾࡼ࡟停Ṇࠋࡿࡍ ռ ࣏ンࣉ停Ṇ࣏ࠕࡾࡼ࡟ンࣉ㐠転ࠖ灯ࡀ消灯ࡇࡿࡍ

ࠋ࡜
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総合点検࠙㸰㸭㸰ࠚ

点検項目及び区ศ 点検方法 合否ุ定基準 備考

総合作動㸦固定式࣊ࢻࢵ㸧 自動放水࣮ࣔࡿࡅ࠾࡟ࢻ固定式࣊ࡢࢻࢵ連動制御機能ࡀ適

ṇ࡛あ࡝࠿ࡿうࠊ࠿次ࡾࡼ࡟確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

㹟 点検条件

ձ 遠隔操作弁ࡢ஧次側௙ษ弁を閉Ṇࠊࡋ試験用配管ࡢ

排水弁を開放ࠋࡿࡍ㸦排水弁㸯㸭㸱程ᗘ開放㸧

ղ 炎感知器࡜煙感知器ࡢ火災信号を入力࡚ࡏࡉ固定式

確認を行うࡢ連動制御機能ࡢࢻࢵ࣊

ճ 放水࣮ࣔࠕࠊࡣࢻ自動ࠖࠋࡿࡍ࡜

㹠 点検方法

ձ 中央操作┙及び現地操作┙ࡀ定位ࡢ状態࡟あ࡜ࡇࡿ ձ 一連ࡢ総合作動点検࠾࡟い࡚ࠊ中央操作┙及び現地操作

を確認ࠋࡿࡍ ࠋ࡜ࡇࡿ行え࡟確実ࡀ操作ࠊ表示ࡢ┙

ղ 炎感知器࡜煙感知器ࡢ火災信号を入力ࠋࡿࡍ ղ 中央操作┙ࠕࡢ火災ࠖ灯㸦固定式࣊ࢻࢵ部㸧ࡀ点灯ࠊࡋ

ࠋ࡜ࡇࡿࡍ鳴動ࡀ࣮ࢨࣈ

ճ 遠隔操作弁ࡀ開放ࠊࡋ放水ࡀ開始࡜ࡇࡿࢀࡉを確認 ճ 遠隔操作弁ࡢ開放ࡿࡼ࡟固定式࣊ࠕࡢࢻࢵ放水ࠖ灯ࡀ点

ࠋࡿࡍ 灯ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

մ 遠隔操作弁ࡢ開放後消火࣏ンࡀࣉ自動的࡟起動ࠊࡋ մ ࣏ンࣉ起動࣏ࠕࡾࡼ࡟ンࣉ㐠転ࠖ灯ࡀ点灯ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

࣏ンࠕࣉ㐠転ࠖ灯ࡀ点灯࡜ࡇࡿࡍを確認ࠋࡿࡍ

յ 圧力計ࡾࡼ࡟遠隔操作弁㸰次側ࡢ放水圧力を測定ࡍ յ 放水圧力ࡣ設計ᅗ面࡛ࡾ࠾࡜ࡢあࠋ࡜ࡇࡿ

ࠋࡿ

ն 遠隔操作弁ࠊࡾࡼ࡟閉ࠖ࣎タン㸦放水操作㸧操作ࠕ ն 遠隔操作弁ࡢ閉Ṇࠕࡾࡼ࡟放水ࠖ灯ࡀ消灯ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

放水ࠖࠕࡾࡼ࡟閉Ṇࡢ遠隔操作弁ࠊ閉Ṇ操作を行いࡢ

灯ࡀ消灯࡜ࡇࡿࡍを確認ࠋࡿࡍ

շ 自動火災報知設備ࡢ火災復ᪧ操作を行うࠋ շ 中央操作┙ࠕࡢ火災ࠖ灯㸦固定式࣊ࢻࢵ部㸧ࡀ消灯ࠊࡋ

ࠋ࡜ࡇࡿࡍ終了ࡀ鳴動ࡢ࣮ࢨࣈ

ո 消火࣏ンࣉを手動ࡾࡼ࡟停Ṇࠋࡿࡍ ո ࣏ンࣉ停Ṇ࣏ࠕࡾࡼ࡟ンࣉ㐠転ࠖ灯ࡀ消灯ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

加圧送水装置 起動 電源を非常電源࡟ษࡾ換えた状態࡛ࠊ起動装置࡜連動࡚ࡋ 加圧送水装置ࡀ確実࡟作動ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

࣏ンࡀࣉ起動࡝࠿ࡿࢀࡉう࠿を確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ非常電源࡟

ษ替え࡚点検ࡀ࡜ࡇࡿࡍ短時間࡛あࡶ࡚ࡗ困㞴࡞場合ࡣ常

用電源࡛点検ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ

表示࣭警報等 各表示部࣏࡟ンࣉ㐠転時ࡢ表示࣭警報ࡀ発࡝ࡿࢀࡽࡏう࠿ ṇ常࡟表示࣭警報等ࡀ行わ࡚ࢀいࠋ࡜ࡇࡿ

を確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

㐠転電流 電動機ࡢ㐠転電流を測定ࠊࡋ許容範ᅖෆ࡛あ࡝࠿ࡿう࠿を 㐠転電流値ࡀ許容範ᅖෆ࡟あࠋ࡜ࡇࡿ

確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

㐠転状態 ࣏ンࣉ及び電動機ࡢ㐠転状態を確認ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 㐠転中࡟不規則ࠊ不連⥆࡞雑音ࠊ振動ࠊ発熱等࡞ࡀいࠋ࡜ࡇ
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別表２  

点検項目等 

 

点 検 項 目 点 検 内 容 

  

１ 連動制御器 

     

 

・連動制御器 

 

 

 

 

・予備電源 

 

 

 

 

   ・ランプ、スイッチ、  

   ヒューズ類 

 

 

２ 感知器 

 

 

 

 

 

 

３ 自動閉鎖装置 

    ・防火戸、ダンパー 

 

 

 

 

    ・防火シャッター 

 

 

・予備電源に切り替えた状態で、任意の感知器を作動させ火災表示、音

響装置の鳴動が正常であること及び所定の防火戸等が正常に作動す

ることを確認する 

・変形、損傷、腐食等の有無 

・電圧計の指示が適正か、電源監視用の表示灯が点灯するか 

・結線接続部の端子との緩み、脱落、損傷等の有無 

・連動作動、移報信号の確認 

 

・充電装置の損傷、異音、異臭及び異常な発熱の有無 

・常用電源から予備電源への自動切替え、電圧計の指示値及び表示灯が

適正か 

・容量が適正か 

 

・各表示灯を点灯させ、著しい光束変化等の有無 

・スイッチ類の開閉機能及び開閉位置は正常か 

・ヒューズ類の種類及び容量は規定のものか 

 

・変形、損傷、脱落、腐食等の有無 

・設置後の用途変更、間仕切り変更等による未警戒部分の有無 

・設置位置及び設置場所に適応した感知器が設置されているか 

・塵埃、微粉等が付着していないか、その他機能上支障となる状況の 

有無 

・感度が正常であることを所定の感度試験器により確認する 

 

・防火戸の周囲に、閉鎖及び避難上障害となるものがあるか 

・防火戸及びダンパーが規定の装置により正常な状態でセットされてい

るか 

・防火戸、ダンパー及び自動閉鎖装置に著しい変形、損傷等の有無 

・手動による閉鎖が正常に作動するか 

 

・周囲に閉鎖上又は避難上障害となるものがあるか 

・閉鎖時に避難方向の表示等がはっきり分かるか 

・本体及び自動閉鎖装置に著しい変形、損傷等の有無 

・手動閉鎖装置等によりシャッターを閉鎖させ、正常に作動するか 

 



点 検 項 目 点  検  内  容 

 

４ 絶縁抵抗測定 

 

 

 

 

 

５ 建具 

  ・防火戸、排煙窓 

 

 

 

 

 

 

  ・防火シャッター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・次の絶縁抵抗測定を測定し、良否を確認する 

 ａ 電源回路と大地間（１回線当り） 

 ｂ 端末器回路と大地間（１回線当り） 

 ｃ 感知器回路と大地間（１回線当り） 

 ｄ 付属する音響装置にいたる回路と大地間 

  

 

・開閉の妨げになる障害物がないこと 

・作動状態の良否 

・建具の変形、さび、腐食、傷、損耗、塗装の劣化及び表面処理

の劣化の有無 

・金物類のさび、腐食の有無 

・金物類のがたつき、緩み及び変形の有無 

 

・避難扉の開閉の妨げになる障害物がないこと 

・開閉機構部の次の事項について確認する 

  ａ 開閉機構部の油漏れ及びモータの過熱及び異常音の有無 

 ｂ ブレーキ装置及びリミットスイッチの機能状態の良否 

 ｃ スプロケット、ローラーチェーンの芯ずれの有無及び  

ローラーチェーンのたるみ状態 

 ｄ ロープ車の損傷及びワイヤーロープの摩耗の有無 

 ｅ 巻き取りシャフト、ブラケットの変形の有無及び取付状態

の良否 

・表面処理、塗装、損傷及び汚れ等の劣化の有無 

・さび、腐食及び変形の有無並びに取付状態の良否 

 

 

 

 

 

 



令和６～１０年度熊谷スポーツ文化公園消防設備保守点検業務委託

保守点検箇所案内図


